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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

午前１０時００分 開議

～開 会 宣 告～

○議長（伊藤博夫君） 開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。

各議員におかれましては、ご参集をいただき、２日目の議事が開会できますこ

と、心からお礼を申し上げます。

なお、本日傍聴に来庁されました皆様には、本町議会に関心を持たれているこ

とと、まことに喜ばしい限りであります。どうか傍聴の際は傍聴心得を熟読され、

ご協力いただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。これより本日の会議

を開きます。

議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付してあり

ますので、よろしくご協力のほどお願い申し上げます。

それでは、議事に入ります。

～日程第１ 一般質問～

○議長（伊藤博夫君） 日程第１、一般質問を行います。

会議規則第６１条による通告を受けております。

初めに、４番、齋藤君の質問を許します。

４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） おはようございます。

この２月の選挙において見事にご当選され、合併後の永平寺町の２代目の町長

としてご就任されました河合町長、まことにおめでとうございます。

「つよい永平寺町をつくる！」、積極的な新しいまちづくり、そして将来への

責任と７項目の約束を掲げて選挙戦を戦ってこられました。今、多くの町民は変

化を求めております。町が変わってほしい、変わるだろう、期待をしております。

若さと行動力、これからの永平寺町を変えてください。新しい動く町に。

さて、町長とは、昨年１０月までは同僚議員として席を並べてきました。これ

からは向き合う形となり、その初めての議会、そして初めての質問者として感激

というか、興奮というか、そしていささか緊張もしております。永平寺町の町政

の推進に向かって、是は是、非は非でいきたいと思っております。よろしくお願

いをいたします。

さて、私は、この定例会に４件の質問を通告しております。
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それでは最初に、町長の公約の７つの約束の一つでありますチーム永平寺町役

場についてお尋ねをいたします。このことにつきましては、町民がひとしく関心

を持っているとのことで質問をさせていただきたいと思っております。

町の主役は町民であります。その町民のために、役場内の職員が生き生きとし

町民のために働くという意識を持ち、常に町民の目線で仕事をすることは基本的

なことであり、そして大変重要なことであります。また、とても大切なことでも

あると思います。

一つの企業で例えるなら、職員の雇い主は町民であります。河合町長はこのこ

とについて、選挙戦、また選挙当選後、また今回の所信等々でもそのお考えは伺

っておりますが、この一般質問はケーブルテレビで放映されております。改めて

新町長として、チーム永平寺町役場の構想をお聞かせください。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 今、齋藤議員おっしゃられたとおり、町民の皆さんはお客様

であって、また株主でもあります。そういった観点から役場は、所信でも、また

就任の訓示でも言わせていただきました、役場は職員、上司のための職場ではな

く、町民のための役場であることを再認識しまして、町民が生き生きと活躍でき

安心して暮らせる舞台づくりをするための組織でなければなりません。また、職

員にとって、町民の皆様の笑顔が仕事をすることの楽しみ、喜びとなるような環

境をつくっていきたいと考えています。

組織としましては、情報発信や町民の声を一つの部署で一元管理し、全職員が

課題や町民の声を共有できる仕組みをつくっていきたいと思っております。共有

している行政情報や課題等に対しては、各課横断的なプロジェクトチームを設け

ることや若手職員からの意見もどんどん聞きながら自由に意見や考えを交換でき

る環境づくり、また町長室を開放して少人数での会議も行っていきたいと思って

おります。そしてまた、職員には、動員的な研修ではなくて先進地の視察研修や

資格取得に対する支援など、職員のスキルアップに対して積極的に応援していき

たいと思っております。

私を初め全職員で町民の立場に立って物を考え、助け合いながら、新たな視点

から課題を捉え、積極的に解決に取り組んでいくことができる組織づくりをしっ

かりつくることがチーム永平寺町役場の実現につながるものと考えております。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 大変ご立派なご意見ありがとうございます。
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スポーツのチームであれば、優勝という目標に向かってチームの全員が心を一

つにして汗を流し、そして懸命に優勝を目指し頑張っていることだと思います。

一つの町にすると、それは町勢の発展、そして町民の福祉向上にと目標を定め、

向かって進んでいくことと同じようなことだと思います。必ずやその実現に向か

って頑張っていただきたいと思っております。そして、さらに大きく、町全体を

チーム永平寺とした構想を展開できますよう、お考えをいただきたいと思ってお

ります。

次に、技術系の職員の採用についてお尋ねをいたします。

技術や資格を持った者を職員として採用する、また民間等での経験の豊富な者

を登用する、また嘱託職員として雇用する、そして町の職員に対し、資格の取得

をするための教育や指導を行うなどの技術系職員の確保のお考えはないのでしょ

うか。

技術系の職員は一般事務の仕事も兼務できると思います。しかし、事務系の職

員は技術系の仕事をこなすのは相当困難なことだと思います。

河合町長は議会議長の折、議会のＩＴ革命とも言えるＩＴ化を進め、我々にと

ってそれがついていくのがとても大変なことがございました。町長としても、こ

れからさらに町内外にこのことを進めていくものと思われます。

そのことからも、ＩＴ関係に対しての経験者の確保、また土木、建築等に対す

る設計や管理業務、検査業務に係る経験豊富な技術者、そして今後もふえ続く医

療費等の抑制を図るためには、認知症対策、子育て支援の推進、町民の健康維持

等、保健福祉の施策を図るための動く部門である保健師の増員、看護師の登用な

どです。

さまざまな分野での技術系職員の登用について、ぜひ前向きに取り組んでいた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 現在、専門職の採用につきましては、保健師、保育士、栄養

士、図書館司書、学芸員など、専門の知識が必要な業務にはそれぞれの資格を持

った職員を配置しておりますが、県や市のように建築、土木等の専門職員の配置

については、県内の町レベルではまだ少ない状況となっております。そのため、

市町と県が事務の共同化として、県の人的、財政的支援の中で、専門性の高い職

員の派遣、または派遣だけでなく人材の育成、指導などの支援を受けられないか、

専門技術の知識、資格の取得に対して職員に専門的な研修を受講させることよっ
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て対応できないか検討してまいりたいと考えております。

また、専門性を有する職員の必要性は十分感じておりますので、今後の専門性

を必要とする業務の内容や量を見きわめるとともに、専門性を有する嘱託職員等

に対して、身分を保障する形で長期にわたり継続的に雇用できる仕組みづくりが

できないか等も含めて検討してまいりたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 民間を退職された方で今技術を持っておられる方、一時的に

町で雇用するなど、いろんな方法があると思います。今後とも、ひとつ考えてい

ただきたいと思います。

私の旧上志比での経験を申しますと、一時、上志比の国民健康保険の医療費が

高騰し財政危機になったことがあります。医療費を抑えるために、当時、保健婦

を採用し、国保財政の安定、健全化に成功したことがあります。今は時代も変わ

りました。今後、現状を分析し、研究を重ねていただきたいと思っております。

次に、平成２６年度の福祉施策について、福祉保健課長にお尋ねをいたします。

今年度の予算は骨格予算とのことでありますが、福祉予算は一日でも待つこと

ができないものと思います。

そこで、平成２６年度に向けた永平寺町の総体的な福祉施策は何かお伺いしま

す。特に目玉的なことがあればお示しをください。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 平成２６年度の福祉施策は何かという問いというこ

とで、町の福祉施策として取り組んでいるものとして大きく分けますと、社会福

祉に関すること、それから障がい者の自立と地域生活への支援に関すること、高

齢者に対する在宅生活支援、お子さんに係る医療費助成やひとり親家庭などへの

支援、そして介護保険制度による要介護者への支援や高齢者の介護予防などへの

取り組みがあります。また、町民の方への健康増進や保健衛生への取り組みとし

て、妊婦・乳幼児健診や母子保健への取り組み、予防接種事業や健康増進のため

の各種事業を実施しているところでございます。

全国的にも少子・高齢化が進み、永平寺町においても、６５歳以上の方が町民

に占める割合が、高齢化率が２月末現在で２７．５％に達しております。４０歳

以上の方が町民に占める割合は２６年度中に６０％に達する見込みでございま

す。

こうした状況の中、町民の方が健康で長生きしていただくためには、お一人お
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一人の健康づくりへの取り組みと健康管理が重要な要素となってまいります。こ

れまでも、がん検診無料化や子ども医療費の無料化、拡充といった取り組みを行

い福祉の充実とかを図ってまいりましたが、今後は高齢化施策が重要な鍵となっ

てくると考えております。このためには、２６年度におきまして、認知症検診の

受診勧奨や介護予防への取り組み、また地域における介護と医療の連携強化など

を図っていきたいというふうに考えているところでございます。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 次に、町の民生委員と社会福祉協議会に設置されております

福祉委員とのかかわり合い、連携はどのようになっているのでしょうか。お尋ね

をいたします。

先般、社会福祉協議会の広報で、福祉委員が相談に応じますとの、こういうよ

うなチラシが入りました。その内容は民生委員さんの仕事と非常に似通っている

と思われます。また、このいろんな相談に応じ、福祉委員さんが知り得た個人情

報等々がございます。

町との関連等についてもお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 民生委員さんは、各地区から推薦され、厚生労働大

臣から委嘱されます。それぞれの地区におきまして、常に住民の立場に立って相

談に応じ、必要な援助を行い、社会福祉の増進に努める方々でございます。児童

委員さんを兼ねております。児童委員さんは、地域の子どもたちが元気に安心し

て暮らせるように子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配事などの相

談、支援等を行ってまいります。

一方、福祉委員さんは、町の社会福祉協議会から委嘱され、身近な地域におけ

る住民の生活、福祉問題を見守り、活動や声かけ、相談・対応しながら早期発見

していただく地域のアンテナ役と考えているところでございます。

民生委員、児童委員さんと福祉委員さんは、社協などの関係者、専門職と連携

しながら地域住民に働きかけ、一緒になって発見した生活、福祉問題の解決に向

け取り組んでいただく地域のボランティアでございます。地域内での連携は不可

欠であると考えているところでございます。今後も協力し合いながら地域内の福

祉の向上を図っていただきたいというふうに考えているところでございます。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。
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○４番（齋藤則男君） 福祉委員さんがいろんな情報を仕入れております。それを町

のほうとしては全く共有をしないのか。今、包括支援センターとかいろんなこと

がございます。そういうふうなところで共有をされているのか。町がかかわると

いうより、どのように共有されているのかをお示しください。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 福祉委員さんからの情報の共有ということをお尋ね

だと思うんですけれども、まず福祉委員さんが地域で知った困り事とかそういう

ふうな情報は、まず一番初めに社会福祉協議会に入ると考えております。社会福

祉協議会から地域包括支援センター、そういうところへ入って町のほうに連絡が

くるというふうに考えております。

ですので、今実際、一つの事例なんかで来ますと、それは町も当然、社協の中

で処理できる問題はしていただけると思うんですけれども、それ以上のいろんな

問題とかそういうふうな問題は情報を共有させてもらって町のほうでも関与を

し、協力し合いながら解決しているところでございます。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） この中で、個人情報的な、例えば余り知られたくない、その

家庭によってはオープンにするより、こういうふうなことについては非常に人に

知られたくないということがございます。そんなことがほかに流れる、流れるっ

ておかしいですけど、個人情報がきちんと守られているのかどうかは把握されて

いるのでしょうか。どうでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 民生委員さん、児童委員さんも準公務員的な役割で

はございます。そしてそれぞれ個人情報の秘密ということについては、その役割

の中の説明の中で秘守していただくというふうな説明がございます。

それから、福祉委員さんにつきましても、その福祉委員さんの説明の中では、

そういうふうな個人情報について十分な注意を払うというふうな項目があるとい

うふうにしております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 民生、児童委員さんは国からの委嘱を受けとる。ですから当

然それが中に、それから民生委員の中にもそういうことの個人情報は守らなけれ

ばならない、漏らしてはならないということがございます。
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福祉委員さんの場合についてはちょっとそこら辺が違うので、福祉委員さんの

ほうについてもこういうふうなことについては町のほうからきちんと、個人情報

のほうについては守られるようなことを強くお願いしたいと思っております。

次に、先般実施されました介護保険、高齢者福祉に関する健康アンケートにつ

いてお伺いをいたします。これは順を追って質問いたしますので、その都度お答

えをいただきたいと思います。

まず、このアンケートの趣旨、その目的は何なんでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） このアンケートにつきましては、平成２６年度に高

齢者福祉計画と第６期介護保険計画の策定を予定しております。その計画を作成

するに当たり、町民の方がどのような生活環境をされているのか、またどのよう

な介護を求めているかなど、高齢者の方の実態について調査することを目的にア

ンケートを実施させていただいたものでございます。

なお、今回は、６５歳以上の町民の方を対象として、記名式によるアンケート

とさせていただきました。これは対象者の健康状態などを今後の町の高齢者施策

に反映させることもあわせて目的としております。

項目として、認知症に関する設問や生活機能の状況を聞く項目が入っておりま

す。現在、２，９００人程度の方から回答をいただいております。お一人お一人

の健康状態の分析も行うこととしております。認知症の疑いもある方や介護予防

が必要な方については、今後、認知症検診への受診勧奨や介護予防教室への参加

を促すなどの取り組みをしていきたいというふうに考えているところでございま

す。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） ２，９００人から回答を得た。対象者は何名ですか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） ６０歳以上の方 ５，３００人ですか、

５，２００名ほどの方を対象にしております。

６５歳以上でしたか。済いません、ごめんなさい。訂正させていただきます。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） わかりました。半数以上の方から、私はちょっと日にちがず

れて回答するのを忘れたんで、申しわけございません。
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このアンケートの調査項目等の作成は誰が行ったのでしょうか。この中で永平

寺町としてどうしても必要な項目はあるのか。あればどの項目なのか教えていた

だきたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 高齢者の方へのアンケートとして国から平成２２年

度にニーズ調査の実施報告が示され、今回のアンケートについて、このニーズ調

査を基本として一部修正したものを調査票として町が作成したものでございま

す。

その内容としまして特別なものとしては、先ほど申し上げました認知症のこと

やら介護事業に対する要望みたいな、そういうふうなことも加工してつけている

のが現状でございます。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） この調査項目は、国の指針に基づいてされたということです

ね。

あと、永平寺町としては、こういうようなことをどうしても知りたいんだ、こ

ういうようなことはすべきだというような項目は入れなかったか。そこら辺ちょ

っと。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 高齢者のための健康調査というんですか、に、これ

はもともと第６期介護保険計画と高齢者計画のニーズ調査を兼ねております。こ

れからどれだけの介護が必要かというふうな、そういうふうなニーズ調査をもと

にこれからの介護保険計画を立てることが一番重要なことでございます。それの

ほかに、先ほど話しさせていただいています、特に昨年度皆様から強く言われて

おります認知症に対する事業や、そういうふうな介護保険の必要な方を掘り起こ

すみたいな、そういうふうな調査を含めているのが永平寺町独自のことだという

ふうに考えております。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 認知症に関する項目も少しございました。本人に、あなたは

物忘れがあるんかないかということを聞くことでございますので、私らも時々物

忘れがあるので、ひょっとするとこれに該当するんかなと、この調査だけではそ

ういうぐあいにとられるところがあります。

永平寺町が、国のいろんな指針もわかりますが、町がこういうようなことを、
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どうしても町としてはこういうようなことを知りたい、こういうようなことを知

っておくべきだということについての項目も入れていただくと非常によかったか

なと思っております。今後の調査については、そういうようなことも考慮してい

ただきたいと思っております。

それから、この調査票の集計とか分析、これはどなたがされるのですか。町の

福祉関係者がされるとか職員がされるとかという、わかりましたら。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 先ほど説明させていただきました、今現在、約３，

０００件のデータがあります。その集計及び分析につきましてはコンサルタント

に委託しております。分析に当たりましては、先ほど言いました国の調査でござ

いますので国から分析ソフトが提供されているため、ニーズ調査同様、このソフ

トを基本として、町として使い勝手のいいものに一部修正を加えさせていただい

て分析することとしております。町全体の分析は介護保険計画策定のためのデー

タとなりますけれども、個人ごとのデータは今後の高齢者施策に活用させていた

だきたいというふうに考えているところでございます。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 調査票の分析されたその結果、その活用は今ちょっとお聞き

しましたが、公開はされるのでしょうか。されるならばどのようにされるんです

か。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） このアンケートの集計結果に基づきまして、今後の

介護保険給付事業のニーズ調査の予想を行います。また、平成２６年度に高齢者

福祉計画と第６期介護保険計画の策定に利用させていただく予定でございます。

なお、高齢者の方の健康状態や今後の介護の必要性など個人の健康状態のアン

ケート結果につきましては、個人情報となりますので公開はするつもりはござい

ません。認知症の予防などへの取り組みに使わせていただこうというふうに考え

ているところでございます。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 基本的には公開はしないと、調査結果。例えばこういうふう

なことが何％ありましたとかっていう公開はしないということですかね。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。
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○福祉保健課長（山田幸稔君） そのことは介護保険計画の中で使わせてもらいたい

と。それを、今まだ計画つくる最中ですのでわかりませんけれども、その中で何

件あったぐらいは公開させていただくかもしれませんけれども、個人名までのつ

ながりとか、そういうことはするつもりはございません。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） これの集計された後、このアンケートのこのような用紙がご

ざいます。これは、先ほど個人情報はしっかり守るということでありましたが、

これの出てきたのは保管をされるのか、それとも焼却をされるのか、どうなんで

すか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） ご回答いただいた内容につきましては、健康状態と

いう大切な個人情報であるという認識のもと適切に扱うつもりでございます。そ

のアンケートの保管につきましては、町の個人情報保護条例に基づきまして管理

を行いたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） ちなみに、今、コンサルタントにということでございますの

で、この調査に対する費用、幾らほどかかったのかと、その財源等についてちょ

っと。予算にあったかと思うんですけど、ちょっともう一度改めてお伺いいたし

ます。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 実際にこの費用につきましては、介護保険事業のほ

うでそれの包括的支援事業のほうから捻出させていただきました。大体３２０万

ぐらいというふうに考えております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 全額、国庫か何かの補助ですか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 財源までははっきり、私、今ちょっと覚えてないん

ですけれども、包括支援事業ですので国のほうからの補助があるというふうに考

えています。また、ひょっとして間違っていたらまた訂正させていただくかもし

れませんけれども、今はそういうふうに思っています。
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○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） わかりました。

私は、町民の一人一人が福祉を実感し、福祉の恩恵を受けられるということが

本当の福祉だと思っております。今はどうでしょうか。他市町に負けない福祉政

策の実現をよろしくお願いしたいと思います。

次に、平成２６年度の教育方針についてお伺いをいたします。

私、毎年この時期にお尋ねをしております新年度、平成２６年度に向けた永平

寺町の子どもたちを支えるための教育方針はどのような方針なのでしょうか。ま

た、昨年、一昨年と比較し、特別な何か新しいものとか目玉的なものがあるかど

うかについてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 教育長。

○教育長（宮崎義幸君） 齋藤議員さんには新任早々、また今回このような発言の場

をいただきまして、ありがとうございます。

１年間やらせていただいたんですが、いろいろ課題もありますし難しい点もあ

りますが、今回、新年度を迎えるということで私の思いを述べさせていただきま

す。

まず、今年度の教育方針のキーワードといたしまして４つ、私なりに持ってお

ります。

１つは、心の注入ということを考えています。心の教育を重視していきたいと

いうことです。学校教育活動あるいは社会教育活動両分野において、多くの関係

者の努力によりいろいろな活動が実践されているんですけれども、それらの活動

の中で心の教育を充実させ、参加する人も、運営する人も、みんなが心の教育の

大切さを意識して、そしてそれを感じ取れるような仕組みを考えていきたいと思

っております。例えば学校教育におきましては、今や全国的にも有名になりまし

たし中学校において確実に定着しつつある礼の心、感謝の心とか、学ぶ者として

当たり前の心構えなんですけれども、そういうことを小学校にも広げていって、

そしてひいては永平寺町全体の取り組みとして地域全体の教育に持っていきたい

なということを考えております。また、社会教育におきましても、ふるさと永平

寺町を愛する心とか、仲間と一緒に何かをする、そのときの喜びを感じる心、あ

るいは人間社会で最も基本となる感謝の心などを感じ取れるような意識改革を進

めていけたらいいなと思っております。

２つ目のキーワードですけれども、行動力の育成に努めていきたいと思ってお
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ります。全てにおいて常に前向きで、活力のある集団づくりを目指していきたい

と思っております。子どもたちもそうですけれども、お年寄りに至るまで、また

学校の先生方、いろいろな活動団体に至るまで、何事もやってみるという、そう

いう精神で失敗を恐れずに前向きに楽しみながら行動していってほしいなと思っ

ております。

それから、３つ目のキーワードとしまして質の向上です。学校教育においても

社会教育におきましても、去年までやってきたからとか誰かがしてくれているか

らとか、価値とかありがたみを余り感じないでなされている活動も多くあると思

うんです。そういう活動、日々の活動をそれぞれ見直しながら、少しでも、少し

でもという、そういう気持ちで向上心を持った活動にしていきたいなと思ってお

ります。

４つ目のキーワードは、楽しみを求めてほしいということです。どうせやるな

ら楽しくやったらいいんじゃないかということです。何事におきましても嫌々や

っているのでは効果は上がりません。それどころか、不満ばっかり多くなってし

まいます。そういうふうなことから、これは例えばの例ですけれども、ふだんは

行儀の悪い子どもでも、ちょっとしたことでも、褒める材料を探して褒めてあげ

るとにこっとします。そういうその顔が私自身も今まで忘れられなかったんです

けれども、そういうことが教員やっていても楽しみだったんです。そういうこと

を広めていきたいなと。教育活動というのは多種多様で本当に多くの活動があり

ますが、こうした活動の中でつらいこともあるでしょうが、やっぱり楽しみを常

に見つけながら頑張っていってほしいなというふうなことを思っております。

このようなことを考えながら、ことし１年間、多くの関係者に支えられながら

本町の教育が実のあるものになるように頑張っていきたいと思っておりますの

で、また議員さん各位のご支援をよろしくお願いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 町を愛するとか、町を好きになるというふうな子どもたちを

育てていただくことが、将来町に戻る、Ｕターンというようなことも考えられる

のではないかと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。

私、以前にお話ししたことがあるかもしれませんが、あるオリンピックのメダ

リストが、子どものころ、学校の体育館の落成記念でオリンピックの選手の模範

演技を見てオリンピックの選手になりたいと夢と希望を持ち、本当にオリンピッ

クのメダリストになったという話を聞いたことがあります。
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さて、本県では国体の開催が決定され、また東京都ではオリンピックが開催さ

れることとなりました。この機会に本町の教育委員会として、子どもたちに対し

夢や希望を持たせるために、その取り組みというか、その教育施策というか、そ

の構想についてお考えがあればお聞かせをください。

○議長（伊藤博夫君） 教育長。

○教育長（宮崎義幸君） オリンピックにまでつながるかどうかはちょっとわからな

いんですけれども、国体において、本町ではバスケットボールとソフトボールと

ハンドボールの会場となります。

ただ、会場地として無事に消化できればいいとか終わればいいというものでは

なくて、かつての松岡小学校でバスケットボールの競技がなされておりまして、

それが今なおバスケットの町松岡というのがずっと継続しております。現在も御

陵のＶスパークなどが全国大会に連続でことしも出場していまして、そういう力

が脈々と流れております。そういう受け継がれて、国体をやってよかったなとい

うのがずっと続いていけるような、そのときだけのいっときの花火で終わるんじ

ゃなくて、それが続いていけるような取り組みを考えていきたいというようなこ

とを思っております。

また、町民の中から一人でもチーム福井のメンバーとして参加できるようにし

ていって、そして町を挙げて応援し、国体の開催を喜び合える、そういうような

ことができるようにスポーツ少年団の活動を充実したり、あるいは中学校におけ

る部活動の推進などに力を入れて、一人でもそういう子どもを育て、そして町挙

げて国体、またオリンピックにつながるようなことになればいいなと思っており

ます。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 子どもたちに夢を、希望を持たせる。私が小学校のときに国

体の体操の選手、非常に その時にちょっと教わったことがございます。非常に

上手に。それから、成人になってからは国体のボクシングの選手と一緒にボクシ

ングの練習をしたこともございます。私はその夢を持たなかったために今こんな

なんですけど、子どもたちに夢や希望を持たせることは非常にいいこと

だと思いますので、今後ともひとつよろしくお願いをしたいと思っております。

次に、毎年この時期に行われる教職員の異動について、今年度におけるその方

針というか、教育委員会等で話し合いをされた、そのお考えを、差し支えなけれ
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ばここでお伺いをしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 教育長。

○教育長（宮崎義幸君） なかなかデリケートな話なので、今まだ内示等、期日が２

４日あたりというようなことで進めているわけなんですが、支障のない範囲でお

答えしていきたいと思うんですが。

今年度の教職員の異動方針についてですけれども、どうしても教職員の数、絶

対数が少ない町ですので、百二、三十名ということですので、先生方の特技とか

特性、指導力、そういうようなことを目いっぱい発揮できるような、そして子ど

もたちにそれが還元できるように適材適所で考えていきたいと思っております。

校長先生方とも意見交換を十分にしながら、私、いつも校長先生方と１１人で学

校教育を進めていこうということでやっているんですけれども、そういう意見を

参考にしながら、本人の意向も確認しながら、本人が納得して、よし、頑張るぞ

という気持ちになれるような場所で勤めていただきたいなということを思ってお

ります。

また、特に国体とか、今ほどの話にありましたようにオリンピックとか、そう

いうのもありますので、部活動につきましては特に、部活動だけできる先生、だ

けやっている先生というのもおりませんし、教科もちゃんとこなしてもらいます

ので、プラス何か特技を持っている先生というのを中学校に配置しまして、より

部活動にも力を入れていただけるような、そういう人事配置にも配慮したつもり

でおります。

しかしながら、なかなか総数が総数なもんですから十分なことにはならないと

思うんで、また地域の人の人材等も活用しながら、ご協力もいただきながら、で

きるだけ子どもたちが力をつけていけるように頑張っていきたいと思っておりま

す。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） 生徒数によって教科の先生が非常に不足されるということも

あると思いますが、そこら辺、何とか先生のお力でひとつ頑張っていただきたい

と思います。

また、部活動につきましては、私は別に教職員でなくても町の職員、例えば教

育委員会に配置されている職員が部活動に出向くというようなことも考えられる

んではないかと思いますので、それはまた、町長、お考えをいただきたいと思っ

ております。
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次の時代を担う子どもたち、その健全なる育成、そしてほかの市町には負けな

い永平寺町の教育を目指し、頑張っていただきたいと思っております。

さて、私の一般質問の終わりに当たり、新町長に申し上げます。

冒頭にも申し上げましたが、今、多くの町民は変化を求めております。所信で

も述べられた７項目の実践と実現に向け、失敗を恐れず、一日でも早く行動を起

こされ、改革に着手されますよう申し上げるとともに、子どもたちの声が、笑い

声があちらこちらで聞こえる、働く世代の人たちが安心して働き暮らせるまち、

高齢者や障がいを持つ人たちの福祉の充実したまち、私たちの本当のまち永平寺

町をつくってください。ご期待を申し上げております。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） しっかりと頑張らさせていただきます。

ただ、まだ就任して間もなく、これからいろいろなことを吸収して、勉強して、

本当に日々進歩を心がけて、今ほどおっしゃられた固定概念の脱却、また町民目

線でのそういった躍動感あふれる永平寺町を目指していきたいと思いますので、

また議員各位、よろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） ４番、齋藤君。

○４番（齋藤則男君） ありがとうございました。

以上で私の一般質問を終わります。

○議長（伊藤博夫君） 次に、５番、長岡君の質問を許します。

５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ５番、長岡千惠子です。

町長には、ご就任おめでとうございます。新しい感覚で発展的な町政の取り組

みを願っております。

今回、私は３件の通告をさせていただきましたので、よろしくお願いいたしま

す。

それでは、始めさせていただきたいと思います。

まず最初に、委託事業の情報の共有はという質問をさせていただきたいと思い

ます。

町は多くの事業をいろいろな事業所に委託しています。その中で私が一番気に

していることは、平成２４年度から地域包括支援センターの運営が社会福祉協議

会へ委託されたことです。社会福祉協議会への委託事業が増加しております。社

会福祉協議会が得た情報を共有されているかどうか、非常に心がかりです。
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情報の共有化や状態を教えていただきたいと思います。また、その方法、頻度

などについてもお伺いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 社会福祉協議会への委託事業といたしまして、高齢

者の方への在宅福祉事業、地域包括支援センター業務、永寿苑の指定管理などが

ございます。

在宅福祉事業におきましては、利用者の利用決定手続については町で行って、

利用者からの利用申し込みや利用実績集計などを社会福祉協議会に行っていただ

いております。利用実績は毎月社協から報告を受けており、どの方がどのような

利用をされているかの情報は共有できていると考えております。

地域包括支援センターにつきましては、平成２４年度より社会福祉協議会に業

務を委託しております。介護予防事業の実施状況や権利擁護などの情報を適時受

け付けております。地域包括の業務の一つとして要支援者のケアマネジメントが

ございますが、毎週開催される認定審査会の審査結果などについてもセンターに

情報を提供しております。地域包括支援センターは委託事業として行っておりま

すけれども、永平寺町の地域包括支援センターであり、町と連携は不可欠であり

ます。情報の共有なしでは運営に支障を来すこととなるため、随時連絡をとり業

務を実施しているものでございます。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） それでは、ちょっと込み入った細かいことをお伺いしてい

きたいと思います。

これは多分在宅介護の中に入るのではないかと思うんですけれども、安心カー

ドの委託事業というのがあると思います。二、三年前に、たしか安心カードとい

うのは、個人情報的なものを書いた紙を筒状の入れ物に入れて、冷蔵庫の中に入

れるという形をとっていたと思います。それが今回、冷蔵庫の中に入れるのでは

なくて、こういった紙で封筒に入れて、冷蔵庫の扉にマグネットで張りつけるよ

うな形に変わったというふうに聞いております。

このカードと前回のカードとでは何が違うのか、どうして様式が変わったのか

ということをまずお伺いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） その様式の違いというのは、それがもう手に入らな

くなったのでそちらのほうに変えさせていただいたというふうに前任者のほうか
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ら聞いております。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） 前にした安心カードが手に入らなくなったということです

けれども、こういうふうにたった二、三年の間で様式が変わってくると、緊急の

場合、救急車を呼んだときに一番必要になってくるんではないかと思うんです。

ここに書かれている情報というのは。

救急車の隊員の方がその情報を得るために、張ってあるうちもあれば、冷蔵庫

の中に入っている家も今現在存在しているのではないかというふうに思われま

す。それでは混乱を招く結果になるのではないかと思うんですけれども、いかが

でしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 今現在どのような状況になっているかといいますと、

今おっしゃってましたカードは、封筒が赤い表紙の封筒になって目立つようにな

っております。それを冷蔵庫に張りつけていただいているというふうに考えてお

ります。

ただ、前回の筒に入っている方も、冷蔵庫の中に入れている方もいらっしゃる

と思うんですけれども、赤いカードとそういうふうな、緊急時の安心カード事業

というんですかね、社協さんに委託させてもらってるんですけれども、随時交換

して統一的なことになるよう、これから指導させていただきたいなというふうに

考えております。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） 今のお話では、もう既に新しいカードが出回っているにも

かかわらず、交換する作業というのはまだ進められてないわけですか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） そこまでの確認まで、私、しているわけではござい

ませんので、ちょっと答弁しかねますので、また今度、後日連絡させていただき

たいと思います。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） なぜこういうことをお伺いしたかといいますと、確かにこ

の安心カードというのは、高齢者のひとり暮らしのお宅とか、あるいは高齢者の

みのご家庭にあることは非常にいいことだと思うんです。ですけれども、様式が

一様でないということは、今度は救急救命士さん、要するに救急車に乗ってこら
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れた方が一番困る話ではないかというふうに思うんです。

何が困るかというと、そこに載っている情報が新しいのか古いのか。だから、

もし筒に入っているものであれば、何年か前の情報でしかないわけなんですね。

リアルタイムの情報ではないというふうに思います。お年寄りですから当然です

けど、体調も変われば血圧も変わると思います。それなのに何で一遍にこれを交

換しなかったのかなというのが非常に不思議に思っておりますし、また、町民の

中には、この安心カードそのものが新しくなったことすら知らない人もたくさん

いらっしゃると思います。どういうふうな方法で町民に広報されてました？

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 安心カードの事業につきましては社会福祉協議会に

委託させていただいているんですけれども、各地区にいらっしゃる福祉委員さん

にお願いして、独居世帯とか老人だけの方とか、そういう困り事のありそうな人

の家へ配布させていただいているところでございます。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） 私は今期から福祉委員になったものですから前年度までの

ことはちょっとよくわからないんですけれども、実際にこの間、福祉委員の会議

があったときに私はこのカードは初めて見させていただきまして、自分の地区に

どのぐらいの方があるか、これは私の勉強不足だと言われればそれまでのことな

んですけれども、非常に不安を感じたのは実際です。そこから考えますと、広報

の方法とか、これは町が委託している事業ですから町が主体ですよね。主体は町

ですよね。その配布方法、広報の方法とかというのは既に町がおやりになって、

私は必要なことだと思いますので、改めてここで聞かせていただいたわけなんで

す。

今のことから考えますと、２つ目の、要するに地域包括支援センターの運営の

委託ということで情報の共有化ということをしてらっしゃるとは思うんですけれ

ども、先ほどのお話では、福祉委員から社協に上がって、社協から地域包括支援

センターへ行って、それから町に来ると。これ齋藤議員からの前回の質問でそう

いうふうにお答えになりましたよね。それでは町へ来るときまでに時間がかかり

過ぎてます。町は、高齢な町民の情報についてはリアルタイムで知る必要がある

わけなんです。社協に委託しているから社協にお任せしておけばいいという問題

ではないと私は思います。

その点を考えますと、各地区で、各地区って言うとあれですけれども、ほかの
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市町村では地域包括支援センターというのを社協に委託しているところがどんど

んどんどん増加している傾向は知っておりますけれども、せめて永平寺町だけで

も運営を役場の直営にできないものかなというふうに考えておりますが、いかが

でしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 議員さんの質問の中に、多分困り事は民生委員さん

と福祉委員さんを通して社協に入ってくるんでは遅過ぎるんではないかという御

指摘でございますけれども、各地区の福祉委員さん、当然社協から委嘱されてい

る方なんで社協のほうへ連絡が行くというふうに考えていますけれども、町とし

ましても、集落ごとじゃないですけれども、地区地区ごとに民生委員さん、児童

委員さんがいらっしゃいます。その方は町への連絡が一番でございます。

ですから、先ほども齋藤議員さんの質問の中でお答えさせていただきましたけ

れども、その各地区ごとの民生委員さんと福祉委員さんが協力し合いながらその

困り事を、別に分け隔てているわけではございませんので、協力しながらその情

報を随時上げていただくのが一番ベターな方法だと私は考えているところでござ

います。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ごめんなさい。私が申し上げたいのは困り事ではなくて、

本当にどうにもならない高齢者の方の生活の実態のことを申し上げているわけな

んです。単純に、あれが壊れたからどうかならんやろうかとかっていう、そうい

う問題ではなくて、どうしても町が把握して、公的機関として手を差し伸べない

といけないような状況をリアルタイムで把握していることができますかというこ

とが聞きたかったんです。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 確かにそういうふうなお話は随時社協さんから、虐

待のことやら、独居家族の困り事と言ったらおかしいですけれども、病弱な方と

いうふうな相談も受けております。それはどのように入ってくるかといいますと、

やはり地域包括支援センターなりそういうふうな情報から入ってきて、随時私た

ちがその、何というんですかね、委託している在宅福祉事業の中で配食サービス

とかいろんなサービスのアンテナを張りめぐらせている中での情報を得て素早く

対応しているつもりでございます。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。
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○５番（長岡千惠子君） 先ほど私は、この地域包括支援センターを役場直営にでき

ないかというふうに申し上げたんですけど、町長、その点はどういうふうに考え

てらっしゃいますでしょう。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） やはり福祉については役場がしっかりと情報を把握して、今

おっしゃられたとおりリアルタイムで、そしてその情報のもとに次の政策の展開

とかそういったものを打っていかなければいけないと思っております。

今おっしゃられたとおり、地域包括支援センターにつきましては、どの場所が

いいか今調査、研究しまして、本当に役場が福祉全体を、町の高齢者とかそうい

った方々の全体を把握できるような仕組みづくり、そういったのに取りかかって

いきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） 安心しました。極端に、直営にしてくださいと言っても、

はい、そうですか、じゃ、あしたから直営にしますなんて、そういう回答はまず

出てこないというふうに私も思っておりました。

ですけれども、例えば今、地域包括支援センターというのは上志比のやすらぎ

の郷の中にあると思います。役場は松岡のところにあります。距離にして十何キ

ロ離れてます。電話で話ししたりいろいろなＩＴ機器を使えば情報はすぐに移動

できるかもわかりませんけれども、町民の本当の生の声というのを聞くには、や

っぱり地域包括支援センターというのは、業務そのものは社会福祉協議会に委託

したとしても、その設置場所というのはできるだけ福祉保健課に近いところで設

置していただけたらというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いし

たいと思います。

それでは、続きまして、２番目の庁内の機構改革が必要ではということに移ら

せていただきたいと思います。

昨年の１２月定例議会で一般質問させていただきました。そのときの答弁は、

効率的な組織の再編に取り組むというものの、具体的な質問に対しては検討する

という答弁に終わっておりました。

町長もかわられたことですし、改めてお伺いさせていただきたいと思います。

庁内の機構改革が必要と考えていますが、町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 先日の全員協議会でもお話ししましたとおり、効率よく人員
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を配置して多様な行政ニーズにスピード感を持って対処するためにも機構改革は

必要だと思っております。

今年度、課長が７人退職されます。この機会を捉えまして、次の議会には条例

改正等の所要の手続を行い、横断的な、柔軟に機能する組織の再編を図りたいと

考えております。

具体的な案につきましては、今後、機構改革における基本的な考え方や内容等

について十分検討しながら早急に議会にお示しして、次の議会には上程させてい

ただきたいと思っております。よろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ありがとうございました。

町長は町民主体の町政をお考えだと思います。機構改革を行うことは、町民の

利便性が一番だと私も思っております。町民が来庁したときに一つの課で全ての

用事を足すことができることが大切だと思っております。職員の適材適所も重要

なことです。職員を適材適所に配置することで仕事の効率アップが見込まれ、以

前にも申し上げましたが、連携ある課を統合する。例えば住民生活課、福祉保健

課、子育て支援課、環境課などというのは直接町民が用事があって出かけてくる

ところだというふうに思っております。そういうふうなのを、どこへ行ったらい

いかわからんという町民の戸惑いをなくすためにも、統合していただくというの

も一つの方法ではないかなというふうにも思っております。

その中で、やはり町民はもとよりですけれども、職員の方々も働きやすい環境

というのも必要かと思いますので、どうぞその点も踏まえて十分検討いただきま

して、案が出ましたらできるだけ早い時点で私たちにも教えていただけたら、ま

た私たちの意見も言わさせていただいて、取り入れていただけるところがあれば

また取り入れていただきたいというふうにも思いますので、よろしくお願いした

いと思います。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 今、機構改革、その中でただ課が統廃合する、それの中身も

大切なんですが、効率化も大切なんですが、やはりその課と課の横断的な仕組み、

または事業によってのプロジェクトチームとか。先ほどチーム永平寺町、齋藤議

員の答弁の中でも答えさせていただきました。もう一つ、課の下に室、何々準備

室とか、今国体もありますし、行財政改革室、また情報推進室、そういったのも

もう一度見直しまして、しっかりと集中して機能できる、そういった大きな事業
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に対してとかそういったのを集中してできる、そういった室に対してももう一度

皆さんにいろいろご提案しながら機構改革を進めていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ありがとうございます。

本当に町民のための機構改革になってくださることを心より願っております。

それでは、最後の質問になりますけれども、福井国体は現状のまま進行するの

かということで質問させていただきたいと思います。

平成３０年、福井しあわせ元気国体が福井で開催されます。本町としましては

３競技を受け入れています。これに費やす費用が数億円と聞いております。現条

件のまま進めるのですか。この費用を工夫と努力で軽減することはできないかと

いうことで質問させていただきたいと思います。

まず、今、現状としましては３競技、３会場での競技で競技会場が設置されて

おります。相手もあることですからなかなか難しいとは思うんですけれども、ハ

ンドボールとバスケットを一つの会場で開催すれば、おんなじことをやっても経

費がかなり削減できるのではないかと単純に私が考えることなんですけれども、

それにはいろいろな諸事情もあると思いますので、その点についてお伺いしたい

と思います。

○議長（伊藤博夫君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（長谷川伸君） 本町におきましては、バスケットボール、ハンドボ

ール、ソフトボールの３競技６種目を４会場でございます。ふれあいセンターが

入っておりますんで、ふれあいセンターとＢ＆Ｇ、ｙｏｕ ｍｅパークと、それ

と松岡中学校、それと北電体育館の４会場で計画されております。

その４会場でございますが、今の現状のままで進めていくかということでござ

いますが、現在のところ、この３競技の受け入れにつきましては変更がございま

せん。この会場の選定に当たりましては平成２３年から選定を、２次、３次の選

定をずっと続けてまいりまして、ようやくあの会場選定が決まったところでござ

います。その後、平成２４年の１０月から２５年の７月にかけまして、中央競技

団体、例えば日本バスケット協会とか日本ハンドボール協会が東京のほうからお

見えになりまして、会場を視察されましていろいろな指摘事項をいただいている

ところでございます。

今後、本格的に福井国体の開催に向けて準備を進めていくことになりますが、
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福井国体の開催に当たりましては、議員さんおっしゃいますとおり、効率的、効

果的な大会運営を目指して進めてまいりたいと思います。今後、実行委員会を組

織いたしまして、町民の皆さんとともに、創意工夫のもと、必要最小限の経費で

最大の効果ができるような国体の開催を目指していきたいと思います。

また、松岡中学校の体育館と北電体育館の併設で今バスケットボールが入って

おりますが、これを一会場でということでございますが、これまで会場の選定に

つきましては多大なる時間とか事業をかけてまいりました経緯もありますので、

今後も福井県及び日本バスケットボール協会並びに県バスケットボール協会など

関係機関と協議をいたしまして、また議員さん方のご意見をお聞きしながら慎重

に対応をしていきたいと考えております。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ありがとうございます。

会場を１つ減らすとかという問題になってきますと、町独自ではどうにもなら

ないということは百も承知の上のお話でございます。

ですけれども、町長も懸念されておられましたけれども、どんどんどんどんと

国からおりてくるお金が少なくなる現状の中で、やはり１円のお金も無駄にした

くないというのは町民誰しもが思うことだと思いますので、もし国体をやって、

その結果、会場を１つ減らしても同じ結果が得られるのであれば、そういうふう

な方向に向けて工夫と努力をしていただければというふうに考えておりますの

で、その点お願いできますでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 新たな試算で、平成３３年には交付税が９億、１０億円近い

お金が減ってくるという試算も出ております。そういった中で、やはりこの国体、

５年後から始まるということで、５年後に向けて、今から試算はしていきますが、

それ相当のお金がかかってきます。そういった中で、やはり今長岡議員おっしゃ

られたとおり、削減できるところは削減していかなければいけないと思っていま

すし、先ほどの、せっかく国体が来るんで子どもたち、またそういった選手育成

とか町民の皆さんにこの国体を盛り上げてもらうという、そういった取り組みも

していかなければいけませんし、そういったのを十分に考えながら進めさせてい

ただきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ５番、長岡君。

○５番（長岡千惠子君） ありがとうございます。



－68－

まだ今から準備が始まる国体ですので、いろいろな方法があろうかと思います

ので、その点踏まえまして、よろしくお願いしたいと思います。

それと、みんなが期待できる国体が開催されることを切に願っておりますので、

その点も含めましてよろしくお願いいたします。

これをもちまして、私の一般質問を終わらせていただきたいと思います。

ありがとうございました。

○議長（伊藤博夫君） ここで暫時休憩いたします。

２０分から始めますので、よろしくお願いしたいと思います。

（午前１１時０５分 休憩）

──────────────

（午前１１時２０分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

次に、１番、小畑君の質問を許します。

１番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） まず、町長、ご当選おめでとうございます。

初登庁から１週間ぐらいかなということで、大変短い間に議会対策ということ

で大変でございます。よろしくお願いします。

きょうは２つお願いしてございます。

まず最初に、今後の農業振興策はどうするのかということであります。

戦後の食料の不足時代、いわゆる食管制度からその後の食糧法に至るまで、一

貫して食料、これは特に米でございますが、米に関する国の管理が行われてきま

した。主食でありますから米の管理は、米が余っても足らなかったことはほとん

どないんですが、足らなくても一方的にこれのリスクは生産者側に押しつけられ

てきたなと思っております。これは農業の維持管理が、いわゆるそこに主眼が置

かれたということもあって守りの農政であったなという感じがします。農業の発

展、あるいは規模拡大、あるいは経営の拡大などが、今までも一部には見られて

おりますが、なかなか進んでおらないというのが現状かと思っております。

しかし、本年度より農業の政策が大幅に転換を余儀なくされております。これ

は押しなべて全国一律に敷かれているわけですが、その中で、やはり本町は本町

らしい施策があってしかるべきかなと思っております。どのような農業振興策を

お考えか、お聞きしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。
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○農林課長（河合淳一君） 議員仰せのとおり、国の農業政策につきましては大きな

転換をしております。国の施策につきまして、人・農地プランに基づき、平成２

６年度に設置される農地中間管理機構による農地の集積が進められる予定であり

ます。そういった事業絡みで国の政策は変わりますけれども、町の農業委員会と

しましては、遊休農地の発生防止、解消に努め、町と連携して農地中間管理機構

の委託を受けまして農地利用配分計画の策定業務を行い、さらなる農地集積を支

援していきたいと考えております。

現在、米の市場価格の安値や農業者の高齢化と後継者不足による農業離れが懸

念されておりますが、小規模な補助や不整形な農地等の整備により農地を集積し

て効率的な農業経営を進めることが必要かと思われます。町としましては、日本

型直接支払い制度──現在の農地・水保全管理支払い──及び中山間地域直接支

払い制度の事業を積極的に町内各地に事業内容を説明し、新たに多くの地区に事

業に取り組んでいただけるよう、農地の維持保全や長寿命化に努めていただくよ

う支援したいと考えております。

さらに、農地の維持保全に欠かせない農業用排水路や農道等の附帯施設の老朽

化による改修についても、さらに支援していきたいと考えております。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） 国が言っていることかなという感じがします。

今、現実にどこの集落でも、農地、それから農業のあり方で地域の農業リーダ

ーの方、農家組合長初め地域のリーダーがおられるんですが、大きな悩みを抱え

ているようでございます。要は、先ほど課長もおっしゃいましたが、後継者がお

らないと。いわゆる１０年後、２０年後、農業のあり方がどうなるんだと大変危

惧されるわけであります。いわゆる展望が開けないということだと思います。

この前、県議会を若干傍聴しましたら、農林部長ですか、園芸大学を創設して

４００名の就学を予定しているんだと、そして園芸で１７５億円を生産目標にし

ているんだということであります。これはいつまでという話はなかったんですが。

これも一つの、県としてはそういう方向だろうと思うんですが、町のほうもこの

前、補正で、たしかハウスが３棟だったと思うんですが、大型ハウスですか。等々

もあってこれの取り組みも一環かなと思うんですが、基本的に本町の場合、これ

は本県もそうなんですが、米の単作地帯、それと２種兼業農家がほとんどですの

で、その中でどうあるかというのは非常に限られてくるわけなんですね。

今課長おっしゃったように、農地中間管理機構ですが、果たしてこれがうまく
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機能するのかどうか。いわゆる貸す側、それから借りる側いずれも農家ですが、

これのバランスがとれるんかなという感じがします。ことしはそれの初年度とい

うことですから、何年かかかってこれが運用されるんかなという気がしますが、

これの運用についてご所見を伺います。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） ただいまの農地中間管理機構についてですけれども、こ

れは国の経営所得安定対策事業の中の人・農地プランに基づきまして、この中間

管理機構の制度がございます。これ農地の受け手について優先的に考えていると

いうことで、貸し手は農地を出すということになりますけれども、その出した農

地につきまして、受け手が必ず受けていただくということで農地中間管理機構が

考えている制度でございます。

受け手がいない場合の農地については、これについては非常に困った状態であ

りまして、サポート事業とかという事業で、離農される農地の方についても、で

きるだけ受け手がいるような方向で町としては考えていきたいと考えておりま

す。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） そこで、今、現実にやっておられる担い手農家の平均年齢、

果たしてどれくらいかなという気がするんですけど、何か。僕は改めてお願いは

してあったんですが。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） 担い手の農家につきましては町内に３７ございまして、

個人の認定農業者の方、これが２０名おられます。あと法人の認定農業者の方が

９名、あと生産組織、特定農業団体が８組織ございます。合計３７ということで

す。

今の稼働人数、平均年齢についてのご質問ですけれども、一応個人の認定農業

者につきましては６５人で５９．７歳でございます。また、法人の認定農業者、

ちょっときちっとした数字で出てこないんですけれども、推測で２７４名おられ

るんではないかと。年齢は６３．４歳程度でないかなと考えられます。また、特

定農業団体と生産調整組織につきましてはきちっとした明確な資料が出ておりま

せんので、稼働人数、平均年齢については不明となっております。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。
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○１番（小畑 傅君） 今この年齢を聞きますと、本当に本町の農業大丈夫かなと。

もうほぼ６０歳を超えるということです。あと５年、１０年たつと、恐らくもう

農業できないんだろうと。それから農地中間管理機構でも借りるほうを重点とい

うことなんですが、貸すほうがお願いします言うても借りる側がなかったら放棄

せざるを得ないんですね。そうなると、本当に近い将来どうなるかわからないと

いうことになります。

私、ここで、国の施策も大事なんですが、やっぱり本町として、いわゆる零細

農家にももう少し温かい手が必要かなと。１町未満の農家にも従来どおりの２種

兼業農家をやっていただくと、やってくださいよと。それから、それは一つこだ

わってくださいと、安心、安全のお米をつくってくださいということによって差

別化をするということも必要でないかなという感じがします。そうすることによ

って、今課長が心配するように、我々が心配するように、放棄地が少なくとも少

しは解消されるかなという感じがします。

それともう１点、先ほどから気になっているんですが、今までは農業者の若手

の育成を全くしてこなかったと。いわゆるお金のばらまきを今までやってきたと。

これは我々も含めて反省なんですが、いわゆるソフト事業、人を育てるというこ

とをしてこなかったということで、やはりそれを今後どうするんかということだ

と思います。

その一つの目安として、実は若狭町に、これはかみなか農楽舎という、これ有

限会社なんですが、旧上中町の時代につくった農楽舎ということなんですが、こ

れ上中町が１，０００万円出資しまして、それから地元の農業者、それに民間企

業、これは という企画会社らしいんですが、それぞれ出資した会社で

２年から３年その会社で研修をしていただくと、そして地元に戻り就農をしてい

ただくんだと、そして定着をしていただくんだと、こういう方々がいわゆるこれ

からの担い手になるんかなと。これからは農地云々よりも人づくりのほうに力を

入れるべきでないかなという気がします。

私ども１回研修で見たいなと思っているんですが、ここらあたり、人づくりに

ついての所見を伺います。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） ご質問の人づくり、ソフト事業面ですけれども、昨年よ

り永平寺町では新規就農を、青年就農給付金という形で国の補助金をもらいまし

て、今おっしゃられるように、よそで農業を勉強されてきた方が新たに農業に着
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手するということで、こういう給付金制度がございます。これを取り入れまして、

昨年、ことしとまた新たに農業に取り組まれる方につきましては支援していると

ころでございます。

また、そういう勉強をしていただく方については、こちらのほうからも県のほ

うへという形で協議しながらあっせんしていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） そういうことで、人づくりなんですが、本来はやっぱり本町

でもこういう取り組みをする必要があろうかと思うんですね。やりたいという方

も、僕はちょっと個人的には聞いております。ですから、本当に人をつくらない

とだめになるということが目に見えています。私も今６５ですが、あと５年もす

ると７０。７０過ぎて田ができるかなと。私の息子が、じゃ農業するかなという

と、これも非常に疑問でございます。恐らく農業やっておられる方々、個人でや

っておられる方々は皆さんそう思っておられると思います。ですから、絶対、絶

対と言うと申しわけないですが、人づくり、そういう組織づくりをひとつ、ここ

でご返答というわけにはいかないと思うんですが、よろしくお願いしたいと思い

ます。

それでは、次の質問なんですが、以前から実は本町にございます、県立大学の

教授が開発してきました県大３号の小麦、本町の作付状況、それからその種子の

確保、それから、来年度になるんですかね、の作付予想等をお聞かせください。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） 昨年品種登録されました小麦、福井県大３号につきまし

て、作付状況でございますが、昨年予定しておりました一集落が雨のため播種の

芽が出てこなかったということもありまして、現在５．６ヘクタールの作付とな

っております。また、種子の確保状況ですけれども、一応、反２００キロを想定

しておりまして１１トン程度の収穫が予想されますので、この１１トンを使いな

がら、大麦から小麦への転換をお願いしながら進めていきたいと考えております。

また、来年以降の作付予想ですけれども、反１０キロ程度の種子が必要となり

ますので、１１トンの収量があれば約１１０ヘクタールの作付が可能となります

が、全て大麦から小麦へという転換はすぐにはできないということもありますし、

また大麦に比べて収穫量が少ないとか乾燥施設の問題や販売価格が非常に不透明

なところもあるため徐々に転換をお願いしたいということで、県、ＪＡ吉田郡と
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協議しながら、ことし５．６ヘクタールの３倍増を目指して来年作付にかかりた

いと考えております。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） これは３月７日の福井新聞に出ておりました。志農工商、「志

（し）」というのは「志（こころざし）」ということですね。志す農工商という

ことで、これは百姓屋というアンテナショップをつくって、実は県大３号小麦１

００％を使った商品を販売するということでございます。これを見ますと、この

１軒の農家で、農家ではないんですが、１軒の組織でことしは８０ヘクタールや

るんだということですね。

私、３年前から、実は本町の特産にするべきだということでずっと訴えてきた

んですが、奨励品種でないんだ、補助金がつかないんだ、何だかんだという理屈

ばっかりつけられて取り組まなかったということなんですね。県内ではもう先駆

けをやっておられるということですね。これ実は「ふくこむぎ」ということで、

これ、この前ちょっと買ってきたんですが、もう恐らく市販されているんじゃな

いかなと思うんですね。２９０円、ちょっと高いかなという感じはしますが、こ

ういうふうな小麦ももうつくられとるということですね。ましてや８０ヘクター

ルということで、本当に先を越されたなという感じがします。

しかし、今言うように、売る先を見つけないとだめですから、一方的につくっ

てもだめだというのが農産品ですから、ここらはあんまり慌てる必要もないんで

すが、しかしこういうこともあるんですから遅くないんです。積極的に、やはり

小麦の生産、ましてや産学官という県立大学を巻き込んだ商品でございますから

積極的な取り組みをお願いしたいと思います。ご所見あったらお伺いします。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） 志農工商とアンテナショップまでつくりながら今やって

いる企業もございますが、町としましては、先ほど言いましたように、乾燥施設、

販売価格等について今後また協議する必要があろうかと思いますので、ＪＡとも

協議しながら進めてまいりたいと思います。

よろしくお願いいたします。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） そのＪＡのほうなんですが、今のＪＡは、例えば育苗センタ

ーとかカントリーとか、本来農家が持つべき機能、乾燥機とか、あるいは育苗施
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設を一手──一手とは言わないですが、ほぼ一手ですね──に農協が請け負っと

ると。逆に言うと、その分を農家の手間が省けていると。もう一つ裏返すならば、

農家がもうけられる、例えば、先ほど言いました担い手農家が、その育苗とかカ

ントリーをミニカントリーにして自分のところでやれるんじゃないかなと。そう

することによって農家の育成にもなるかなという気がしますが、そういうことで

は農家の可能性をある程度ちょっと摘んでいるという部分も反省をする中で、農

協のあり方も考えられるという気がします。これはどちらがいいか悪いかわかり

ません。

まして農協においては、この前ちょっと話聞きましたら、機械化のバンク、農

業機械のバンクをつくって、その機械を貸す、あるいはその耕作の部門ごとの、

例えばトラクターで起こすだけの作業、あるいは刈るだけの作業とか、そういう

ことをこれからも請け負っていきたいんだということをお聞きしておりますが、

果たしてそれでいいんかどうかということはもう少し時間が必要かなと思ってお

ります。

１つ目の質問はこれくらいにしたいと思います。

２つ目の質問でございます。大本山永平寺の観光客減少、誘客の施策はという

ことですが、大本山永平寺は、恐らく開山以来７５０年ほとんど変わっていない

と。この観光客は、やはり観光事業として成り立ってから観光客は年々減少をた

どっていると。どうもどこか違うところがあるように、どこか何かボタンのかけ

違いをしているんかなという感じがしております。

実は、これも福井新聞の受け売りで申しわけないんですが、２月２３日の、こ

れ福井市の版に出ておりました。多文化共生について考えるセミナーが福井市の

県自治会館で開催されまして、アメリカのニュージャージー州出身のＡＬＴ、グ

レッグ・ワーナーさんという方が、これは英語の教師の方だと思うんですが、外

国人の目から見た本県の印象を語っております。その中で、県民はもっとポジテ

ィブになって、要するに積極的になって福井のよさをどんどん世界にアピールし

てほしいと呼びかけておりました。

ワーナーさんがここでちょっと着目しているのは、福井の第一の広告者──宣

伝者ですね──はタクシーの運転手だと言っているんですね。そのタクシーの運

転手の方が、福井には全く魅力がないんだということを話しておられたというこ

とですね。ところがワーナーさんの家族が曹洞宗の大本山永平寺を訪れた際、そ

の景観にいたく感動をして、父親が涙を流して感動したということなんですね。
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そういうことをお聞きすると、えっということなんですね。

２つありますね。一番肝心なのは、どこかからいろいろな観光客が来られて、

一番先に言わなあかんタクシーの運転手が魅力がないと。それはちょっとおかし

いだろうということは、やはりそういう方々に対する教育が必要だろうというこ

とと、その外国の方が永平寺を見て涙を流して感動したということですね。この

２つ、もう全然違うんですが、同時に起きているということなんですね。ワーナ

ーさんは、福井には誇るべき場所や食がたくさんあると、もっと強調してほしい

ということなんですね。

私は、地域の、これは町も含めて地域の伝統文化を守ることは、地域、町を守

ることになると。自分のふるさとの自慢ができることは、自分がふるさとに生き

たあかしになるということを常々思っております。

ここらあたり、町長のほうからご所見をちょっとお伺いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 観光客のそういったブランドにつきましては、私も選挙中申

し上げましてきました。やはりこの永平寺町、禅という文化が本当に根づいた町

で、ある意味そういった文化の聖地でもあると思っております。今、観光客がど

んどん減少してきている中でどのようにこのブランドを、日本、そして世界に発

信していくか、こういったのが大きな課題になってきていると思いますし、また

新たな形でブランドを発信していかなければいけないという、そういう強い思い

もあります。

今、この禅という文化、都会とか外国では新たな形で、心のよりどころであっ

たり、ちょっと心が疲れた人が立ち寄る。東京とかそういったところでも禅のお

寺に人がどんどん集まっているという、そういった状況がありますし。そしても

う一つ新しい観点で、アップル社、ｉＰｈｏｎｅ、世界の企業なんですが、そう

いった企業の創設者も、もう亡くなりましたが、創設者もこの禅のそういったも

のを利用した経営を行っていた。そういった新しい観点、新しいターゲットのブ

ランド発信というのがこれからは必要なのかなと思っております。

そして、ぜひ私は、まずは関係団体といろいろ協議しまして、このブランドの

発信、これについて進めていきたいと思っておりますし、しっかりとターゲット

を、どういった客層を呼び込みたいのか、どういったものを売っていきたいのか、

そういったこともあわせてしっかりと、今までみたいに広告すれば来てくれるだ

ろうとかそういったのではなしに、こういった方に来ていただきたい、こういっ
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た方にこの永平寺町を訪れていただきたいという、そういったターゲットもしっ

かりと絞りながらこのブランドの発信に努めていきたいと思っております。

そしてもう一つ、この永平寺町にはさまざまな、禅ということで吉峰寺もあり

ますし、九頭竜川、こういった観光資源もあります。こういった九頭竜川につき

ましても、いろいろな面、点ではなしに線、面、そういった考え方でこれから取

り組んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） １番、小畑君。

○１番（小畑 傅君） これもまた福井新聞の切り抜きで申しわけないんですが、３

月９日ですか、「“語り部”へ芸妓さん特訓」という記事が出ておりました。こ

れは福井市内の浜町芸妓組合というんですか、ここの組合の若手の芸妓さんが、

芸の一つとして郷土歴史を学ぶということですね。豊富な歴史に熟知し、語るこ

とが一つの芸になるということを考えたということですね。５人の若手の芸妓さ

んが必死になって歴史の勉強をしていると。そして今後は永平寺町の大本山永平

寺や勝山の県立恐竜博物館なども勉強したいということで記事が出ておりまし

た。これは恐らく見ておられた方おられると思います。

ということなんですが、翻って、禅の里永平寺町、大本山永平寺だけでなしに、

今町長もおっしゃったように、上志比地区には吉峰寺、松岡には天龍寺がありま

す。それぞれが禅で結びついております。例えば天龍寺は、江戸時代前期に松尾

芭蕉がここを訪れて「おくのほそ道」の１句を詠んでおります。句を詠んでおり

ます。結構天龍寺に来られているということを聞いております。多分庁舎の中に

も訪ねてくる方がおられるんだと思うんですが。

ちなみに、ちょっと町の職員の方にお伺いするんですが、ここで詠んだ俳句を

ご承知の方、手を挙げていただけますか。……多分余りないんだろうと思うんで

すが。やはり「おくのほそ道」というのは、それぞれの地域を芭蕉が回って、非

常に関心の高い、俳句を知っておられる方には一つのバイブルみたいなもんだと

思っております。その中の一つがここにあるんだということは、我々の一つの自

慢にもなるということだと思います。「物書て 扇引きさく なごりかな」とい

うことですが、ここらあたりは皆さんよく知っていただきたいということと。

それからまた、二本松山古墳を中心としてこの後ろの山には５世紀の古墳群が

ございます。実は、ここにおられる河合町長と一緒に平成１８年のときに国立博

物館に行きまして、これ、覚えておられると思いますが、一緒に写真を撮ったん

ですね。金のメッキの冠と銀のメッキの冠、これ国立博物館の平成館に展示して
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ありました。たまたま行ったら展示してありました。本当はこういうものも本町

に戻すのがいいんかなと思うんですが、これはなかなかちょっと難しいようであ

ります。明治時代に東京に行ってございます。

ということで、私はここで提案をしたいんですが、非常に悩み多いこの社会に

おいて、心の修養を目的に町民座禅大会なるものをやってみてはどうかなと。場

所も四季の森文化館で開催したらどうかなと。それぞれ違った悩み、苦しみを胸

に秘めておられる方はいっぱいおられると思います。座禅を組んでいただき、瞑

想していただき、そして座禅が終わった段階で心の中を開いていただいて短い感

想文を書いていただく。それのコンテストとは言わないですが、それを公表して

いくということなどを考えてみてはどうかなと。いわゆる体験型、実践型の禅の

広報ということはどうかなと思っております。

町長、何か考えがありましたら。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 町民座禅大会、ある意味この座禅、禅の一つの作法といいま

すか、そういったものをそういったイベントを通して広めることも大切かなと思

います。今から検討はさせていただきますが、町民ではなしにもっと広く募集し

て、永平寺町に訪れて一度座禅を組んでみませんかみたいな、そういったイベン

ト等は本当にいいことだと思っております。また検討材料の一つとさせていただ

きます。

○議長（伊藤博夫君） １番……。

○１番（小畑 傅君） 以上で終わります。

○議長（伊藤博夫君） ここで１時まで暫時休憩いたします。

（午前１１時５４分 休憩）

──────────────

（午後 １時００分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

次に、６番、原田君の質問を許します。

６番、原田君。

○６番（原田武紀君） 私のほうからも、町長、ご就任おめでとうございます。

合併して８年経過して、本当に合併の支援金というのが、ことしの支援金９０

０万円を最後にして、私の試算では、私が考えているんでは、交付税 も

含めて総額１８億円やったと思いますけれども、それが全て終わったということ
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で、大変な時期に町長に就任されたということなんで、その辺を踏まえて財政再

建なんかを訴えておられるんで、ぜひしっかりとした行政運営をお願いしたいと

思います。

それでは、私は今回、保育所（幼児園）の民営化は早急に検討すべき課題であ

る、それから２番目に、投資効果のある事業は優先すべきということで、これは

下水道浄化センターの統合の問題なんですけれども、この２点について質問をお

願いしたいと思います。

まず、保育所民営化の件なんですけれども、小泉内閣の三位一体の改革で合併

前の平成１６年度から公立保育所への国、県の補助が廃止となりました。これは

逆に地方交付税の算入という形に変わったわけですけれども、その後、私立の認

定保育所に対する児童福祉法による保育所運営費国庫負担金制度が確立されたた

め、県内を初め全国の多くの市町村が公立保育所の民営化を段階的に進めていま

す。

その一方で、本町は、前町長が民営化に絶対反対を明言し、公約にも掲げてお

られたので、議会では民営化の是非の議論もまともにできず今日に至っています。

なぜかたくなに民営化を検討しないのか。特にこの問題については、私はずっと

行政に不信感を抱いてきました。

今回の選挙で新町長が誕生し、当選後の新聞インタビューの中で行財政改革の

スピードアップの考えを示し、幼児園の民営化も検討したい旨の発言をされまし

たので、我が意を得たりとの思いで今回提案をさせていただきます。

私は今回の質問に当たり、隣接の福井市、坂井市、勝山市の取り組みを事前に

調べてきました。

まず福井市なんですが、福井市は保育所を「保育園」と言っております。保育

園は全部で８０園。うち、公立が２８園、私立が５２園。この私立５２園の中に

は認定こども園５園が含まれております。最終目標年度は平成２８年度というこ

とで、これが２８年度達成されれば、園児の７３％が私立保育園という形になり

ます。

次に坂井市ですが、全部で３５園。うち、公立１７園、私立１８園。最終目標

年度は平成３０年度ということで、とりあえず公立と民間の園数を半々にする。

ですから大体園児も５０％程度が私立になるという目標を掲げております。

それからまた、勝山市では、全部で５園。うち、公立２園、私立３園。平成２

７年４月からの体制で、園児の８０％が私立となります。
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まず福井市なんですけれども、これは「公私立保育園のあり方」という冊子が

出ておりまして、この中で、費用対効果に対する評価なんですけれども、「保育

園の運営に必要な経費は、市以外に国・県、保護者が負担しています」というこ

とで、このうち、保護者の負担分は公私立間に差はないが、国、県の負担は大き

く違っていると。公立保育園への国、県の負担金や補助金は廃止となり、私立保

育園に限定した負担金や補助金は、平成２３年度入所児童１人当たり３万１，０

００円程度となっていて、民間移譲による国、県費の増加額を試算すると、平成

２２、２３年度の合計で３億２，８００万円となり、定員移譲実施計画が完了す

る翌年度の平成２８年度までの累計で２１億３，４００万円程度の支出削減が見

込まれるということで、大体終盤のほうでは、１年間で約３億６，０００万円、

福井市ではいわゆる支出減額になっていると。これは私立化を進めた結果という

ことですね。

それから坂井市なんですけれども、坂井市は、「坂井市公共施設マネジメント

白書」という形でこのような分厚い計画が出ておりまして、この概要版というの

で、これで市民に全部説明して、別冊でこの厚いやつがあるわけですけれども、

公共施設の統合も含めて、全てこんな計画書がまとまっております。これに基づ

いて一つ一つ進めていくという形をとっておりまして、この中に保育所の実態報

告というものがあります。

この中をちょっと抜粋しますと、入所率を、公立、民間で比較すると、民間保

育所は毎年度ほぼ定員に達しているのに対し、公立保育所は８５％前後を推移し

ている。基本的な保育内容は、認可保育所の場合、国が定める保育所保育指針に

基づき保育することから同じとなっているが、施設の環境面や民間独自のサービ

スなどによって民間保育所の入所率が高くなっていると考えられると。その中で、

民営化に対しては保護者に対する説明責任というのが非常に大事で、やはり最初

は導入のときに少し抵抗があったということで、なるべく認可の独自色はしばら

く抑制していただいたというようなお話も聞きました。

それから福井市なんですけれども、福井市の公立保育園の民間（定員）移譲実

施計画というのがありまして、これの基本方針の中で、施設そのものを譲渡する

のではなくて、原則として施設の定員枠を譲渡する民設民営を推進すると。２つ

目に、民間事業者から保育事業の提案を募る方式（事業提案方式）により行うこ

と。それからもう一つ、３つ目が、改築後３０年以上を経過している保育所を重

点的に民営化に取り組む対象施設にすることということで、そういう基本方針の
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中でやっておられます。

今回は私のほうの提案ということで、保育所の民営化に対する検討を今後お願

いしたいということだけを申し上げたいと思いますし、それから２番目には、本

町の幼児園運営に関する年間の経費は幾らぐらいで、その中には保育料も入って

くるわけですから、その保育料などを除いた実質の経費はどれくらいなのかなと

いうことをまずお聞きしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 幼児園の民営化につきましては、行財政改革における公共施

設の再編という考え方だけではなく、正職員の比率、保護者のニーズ、長時間保

育とか土日保育、特色のある保育等の高まりの中、現状でも多くの課題があるこ

とはご存じのとおりであります。この課題解決に向けて、一部民営化は一つの案

として考えておかなければならないと思います。ただ、しっかりと、議会を初め

保護者や地域の意見を聞き、さまざまな角度から検討をしていきたいと考えてお

ります。

そして新聞報道でありました、財政改革の中で民営化があるのか、あれにつき

ましても、こういった趣旨を述べてから一つの案として、今いろいろな課題があ

る中で一つの案として考えていきたいという旨の発言をいたしました。

○議長（伊藤博夫君） 子育て支援課長。

○子育て支援課長（藤永裕弘君） 私のほうから、本町の幼児園の運営に関する年間

経費のほうをお答えさせていただきます。

本町の幼児園、幼稚園の運営に際しましては、保護者の皆様からいただいてお

ります幼児園の保育料並びに幼稚園の授業料、それから国、県からいただいてお

ります各種補助金並びにさまざまな雑収入がございます。それに町費を加えたも

ので、予算の中で、幼児園、幼稚園の運営に係る諸経費、施設に係る諸経費に振

り分けて園を運営しているところでございます。

２５年度の決算はまだ出ておりませんので２４年度決算で申し上げますと、ま

ず歳入でございますが、保護者の皆様からいただいております保育料が１億１，

７１６万９，０００円、幼稚園の授業料につきましては１，１３０万１，０００

円、それから国、県からの補助金が１，９７８万９，０００円で、これに対しま

して主なものは、電源地域振興補助金、すくすく保育補助金、ふれあい保育補助

金等がございます。また、雑入につきましては、幼児園、幼稚園職員の給食代、

一時預かり保育、時間外保育、延長保育等の保護者負担金、これで９５７万円が
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ございまして、平成２４年度の決算で、幼児園、幼稚園関係の歳入合計は１億５，

７８３万６，０００円でございます。

次に歳出でございますが、幼児園、幼稚園職員の人件費、これは給食調理員と

かも含まれておりますが、人件費につきましては各園の運営に係る諸経費並びに

施設に係る諸経費でございます。職員の人件費につきましては、嘱託職員を含め

まして給与や賃金、手当等で、幼児園が４億２，９８６万円、幼稚園が４，９６

３万４，０００円。園の運営に係る経費といたしまして、幼児園が７，２８８万

６，０００円、幼稚園が８５２万１，０００円、園の施設に係る経費といたしま

して、幼児園が３，７３６万６，０００円、幼稚園が５５８万４，０００円。２

４年度１年間の幼児園、幼稚園の運営に要する年間経費といたしまして６億３８

５万１，０００円でございます。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） 財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） 保育料等を除きました実質の経費でございますが、

初めに、保育料、授業料、保育関係の県補助金など１億５，７８３万６，０００

円の歳入のほかに、平成１６年度の三位一体の改革に伴いまして、公立保育所、

幼稚園運営の運営費や施設の整備に係る国の経費負担が廃止をされましたが、新

たに普通交付税の基準財政需要額の算定費目に組み入れられまして、使途が特定

されない一般財源として交付をされております。算定に当たりましては、幼児園、

幼稚園の入所している幼児数が基礎数値となりまして、社会福祉、教育に要する

を乗じて計算をされております。平成２４年度に算入されました基

準財政需要額でございますが、幼児園──保育所でございますが──１億５，９

１５万１，０００円、幼稚園では２，５４１万６，０００円、合計１億８，４５

６万７，０００円が算入されたと推計しております。

次に、平成２４年度の幼児園運営に要する年間経費、これは６億３８５万１，

０００円の歳出から、歳入１億５，７８３万６，０００円を差し引きました町負

担額につきましては４億４，６０１万５，０００円でございます。

それで実質経費につきましては、町負担額４億４，６０１万５，０００円から

普通交付税の基準財政需要額で算入されました額１億８，４５６万７，０００円

を差し引いた額２億６，１４４万８，０００円が実質経費と推定をいたしており

ます。

以上でございます。
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○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） 今の幼稚園の歳入と歳出の差で４億４，６００万ほど、それ

から交付税算入で１億八千四百何がしかあるというんで、実質、町の持ち出しは

２億６，０００万ほどだということでお聞きしました。

実際に民営化の場合、私は別に財政の面だけを持ち出す気は一つもないんです

ね。坂井市の例を申し上げたのは、民営の保育所から先に埋まっていくんですわ

ね。１００％入って、公立ですと８５％しかない。坂井市は全く半々ですから、

１８と１７ですか。そういう実態があって、ですからどこでも民間委託っていっ

ても、今は法律改正になって一般の株式会社も参入はできるんですけれども、県

内の福井市、坂井市、勝山市も含めて、まず社会福祉法人であること、もしくは

学校法人、そういう方にしか委託してないんですね。

それから、保育所の施設を整備します。例えば新しく建てかえるとかというこ

とになりますと、民間の場合ですと保育所の施設整備費ということで、国が２分

の１国庫補助があって、だから福井市ですと、市が４分の１補助して、事業者が

４分の１と、大体そんな割合になっておりますから、先ほど福井市の中で老朽化

の保育所からやっていきますよということは、建てかえするときには、いわゆる

民間の事業者にやってもらえば市は４分の１の負担で済むということなんです

ね。そういういろんなメリットがあります。そして今の社会福祉法人とか学校法

人に任せれば、そういう親御さんのいろんな心配とかなんとかというのはまずな

いと思うんですね。民間の保育所から埋まっていくんですから。そういうことが

ありますから。

ただ、民間の保育所ですと、定員を大体１００人以上ぐらいにしないと民間と

しては成り立たないというようなことがありますから、勝山市なんかは５つあっ

て３つは民営化しましたけど、残っている２つの保育所というのは３０人規模の

定員の保育所なんですね。だからここのところは民営化はできませんよというこ

となんで。福井市も坂井市も１００％民営化するとは何も言ってないんですね。

坂井市の場合は大体半々ぐらいにしたいと。福井市の場合も全て公立にする計画

というのはありませんとはっきり明言されておるんで。

町民の皆さんにとって、私は前々から申し上げているんですけれども、いろん

な町民の保護者のニーズがありますから、その保護者の方にとって公立か私立か

というのが選べる町というのが一番いいわけですね。選ぼうにも公立しかないと

いうことになれば、もういや応なしに公立を選択せざるを得ない。それが嫌なら
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福井市の民間の保育所へ行くしかないわけですから、その辺は私も保護者との会

合で、これ十何年も前なんですけれども、私はその当時、公立保育所が単純的に

いいと自分では思い込んでいたわけですから、その話をしたら「あなた、何を言

ってるの」とある保護者の方から言われて、「町民にとっていいというのは、公

立か私立かって選べる選択肢があることが一番いい町なんですよ」って言われて、

そのときに僕も頭をがーんとハンマーで殴られたみたいな感じがしまして、そう

いうことやなと。ですから、実際に坂井市は私立から埋まっていくんですわ。ほ

んで、もっともっといろんなニーズがあって、民間の保育所で、例えば英語教育

を少しやるとかということが保護者にとって必要やと思ったら、福井市の保育所

でも今は行く時代になると思います。それで、福井市の保育園のバスが、ここら

走ってますから。ですから当然福井市へ入っておられる方もいるんじゃないかな

と思っています。

ぜひそういう町民のニーズに応えられる、やはり体制づくりというのは大事で

ないかなと。そしてそれが財政の軽減にもなり、それから、いわゆる心配されて

いる、そういう私立やったら大丈夫だろうかという、そういうことも今の社会福

祉法人か学校法人であれば、そこはしっかりしていますからそんなようなことも

ないと。営利主義の組織じゃありませんから。だからそういうことで全部カバー

されるんじゃないかなと。大体福井市も坂井市も、聞いてみますと委託している

わけですね。指定管理者というのは、やはりそういう、少しもうけようかという

民間の感覚が入ってきますからなじまんのでないかなと。委託費でやっています

ということで、委託費は平均すると、１つの園に対して大体年間１億円程度補助

していますよと。ですから保育料は全て市に入ってくるわけですね。

それから、そういう民間の保育所に対するいろんな国庫負担がありますから、

これは最終改正で、２５年の５月１５日で厚生事務次官から「児童福祉法による

保育所運営費国庫負担金について」って載っとって、民間の保育所に対しては、

いわゆるいろんな国庫負担がありますよということなんで、その辺がかなり入っ

てくると。民間ですと入ってくると。ですから当然、公立ですと、今いったよう

に交付税の算入はあるんですけれども、その算入ぐらいではないわけですね。そ

れと比較しても財政的にもかなり助かると。福井市で年間に３億６，０００万ず

つ経費が浮くって言っているんですから、そういう面も含めて。

それから施設を新しく建てかえることも、さっき言ったように、国庫が２分の

１、町４分の１、それから事業者４分の１ですから、どんどん新しくやることも
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できると。いろんな方式があって、坂井市の場合は、土地だけは無償でお貸しし

ますよと。福井市の場合は、土地も含めて民間に買ってくださいよというやり方

なんですね。それから勝山市の場合は、この前ちょっと載っていたんですけど、

今ある公立の保育所を、施設を市が改築してきちんとして、そして民間の方に譲

渡すると。いろんなやり方はあると思うんで、その辺は町が、立地している位置

とか民間の参入がどれくらいあるんかということで変わってくると思いますけれ

ども、ぜひ何とか検討をしていただきたいなと。

ただ、敷地はやはり大体５，０００平米ぐらいあったほうが理想的ですねとい

うこともおっしゃっていたんで、今、清流地区にある施設を、監理課長に聞きま

したら大体２，３６２平米で、ほかに７８０平米ほどが、ちょっと離れたという

んか、道一つ挟んだところにあるということなんですけど、ちょっと狭いかなと。

なかよし幼児園でも３，７００平米ぐらいしかないんですね。そういうことが少

しどうかなということもありますけれども、ぜひ検討をしていただいて、そして

私は進めるべきだと思っているんですけれども、ぜひそのような形でお願いした

いと思います。

それでは、２番目の質問に入らせていただきます。

投資効果のある事業は優先すべきということで、下水道の浄化センターの統合

問題なんですけれども、志比の処理場、これは門前地区なんですけれども、昭和

５４年に使用開始され約３５年を経過した町内で最も古い浄化センターで、老朽

化が著しく古い設備のため、故障したときの部品調達もままならないと聞いてい

る。

私は平成１９年９月議会で、当時、議会選出の監査委員をしていた立場から浄

化センターの老朽化問題を知りまして、生活インフラが機能不全になったら大変

だと危機感を持ち、中央浄化センターへの統合を急ぐべきだと一般質問で提言し

たことがあります。その内容というのは、近く専門のコンサルタントに委託して

永平寺町下水道基本構想を作成すると聞いている。将来の経費負担を考慮すれば、

農業集落排水も含めてできるだけ処理場の集中統合を図ってほしい。この際、五

領川処理場への統合も視野に将来構想も含めた基本構想にしていただきたいとい

うような内容でした。

その後、平成２２年の３月に、永平寺町下水道基本構想、これですね。この厚

い冊子なんですけど、これが発刊されまして、その中に志比の浄化センターの設

備更新は約１億６，７００万円が必要だと。これは管の新設が少し必要、それか
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ら、けやき台のこっち側のほうの管を太くしなければならないのが１キロほどあ

るというようなことの中身が載っております。そういうことで志比の浄化センタ

ーの設備更新には１億６，７００万円がかかりますよと。もし設備更新した場合

ですね。中央浄化センターの建設費用は約１億５０万円ですから、統合したほう

が安くなりますよと。さらに、処理場の集約によって、施設更新費、維持管理費

が年間約２，５００万削減されるとあると。

投資効果のある、しかも町民生活に直結するインフラ整備事業は、私は急ぐべ

きだと、当然最優先事業になるべきだと思うんですけれども、その辺はどうです

かという質問になります。ですから志比の浄化センターへの統合事業はいつごろ、

どのように進める計画か。それから、この事業の国庫補助率はどれくらいなんか。

それから、たしか起債の償還は２２年度で終わっていると私は聞いているんです

けれども、この辺は間違いないんか。

この２点についてまずお聞きしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 下水道課長。

○下水道課長（太喜雅美君） まず、１番目の志比浄化センターの統合事業はいつご

ろかということで、現在、志比浄化センターは、昭和５５年４月に供用開始し３

４年経過しております。このため経年による老朽化が進んでいることから、中央

浄化センターとの統合を計画しております。

今後の予定としましては、平成２６年度、来年度ですけれども、国に統合事業

の要望をし、順調に進めば最短で、平成２７年度、事業全体計画及び事業変更認

可申請関係書類の作成をし、平成２８年度、事業変更認可の申請を国にします。

それで平成２９年度、工事の施工となる予定をしております。

次に、２番目のご質問のこの事業の国庫補助率はというのと、また起債は償還

をしているのかということでございますが、統合事業は、国土交通省所管の社会

資本整備総合交付金事業で実施する予定でございます。補助率は事業費の２分の

１でございます。また、志比浄化センターに関する起債の償還は平成２２年度に、

議員仰せのとおり完了しております。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） そうしますとこれ、今２６年度ですから、来年度、要望を出

して、２７年度に、最短で国庫補助の承認が得られれば２９年度の工事施工と。

それが最短なんですか。こんだけ老朽化しているんで、もっと私としては急いで
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ほしいと思っているんですけど、国庫補助も２分の１出るわけですから、これも

当然もらってやるしかないんですけれども。もっと努力して短くならないんです

か。

○議長（伊藤博夫君） 下水道課長。

○下水道課長（太喜雅美君） 今までに県と何度か協議はしているのですが、この国

の財政状況も鑑みて、先ほど言いましたように、最短で２９年着工になればいい

かなと思っております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） ぜひこれ少し前倒ししていただくように、また検討をお願い

したいと。

それから、この事業の実施に向けて何か支障するような問題点はあるのかとい

うのをちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 下水道課長。

○下水道課長（太喜雅美君） ただいまの何か支障となる問題はあるのかということ

でございますが、志比浄化センターは、先ほどお答えさせていただきましたが、

完成後３４年経過しております。しかし、コンクリート構造物とか耐用年数が５

０年ある施設もあります。用途変更または用途廃止を統合によってする場合は、

財産処分に関する国庫補助金の返還対象となります。今後、この件に関しまして

は、県及び国とよく協議しまして補助金の返還のことを検討していきたいと思い

ます。

また、統合した場合の跡地利用も今後検討しなければならないことだと思って

おります。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） これは耐用が５０年ということで、３４年経過ということで

少し返還が発生してくるというようなことなんですか。いろいろやっぱり問題は

あるなという感じなんですけれども。

それと、もう１件お聞きしたいのは、この中にも載っているんですけど、けや

き台は今合併浄化槽ですね。それで、これの中央浄化センターへの統合、これも

私はやるべきだと思っているんですけれども、これで見ますと、計画で見ますと、

管渠の新設費で６８０万円かかりますよと。しかし、施設更新とか維持管理費で
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年間１，０００万円浮きますよと言っているんですから、これ合併浄化槽をつな

いでしまえば１年間でもとをとってまうというんか、６８０万円の１，０００万

ですから、つないだらすぐ効果が出てくる話なんで、これは今の門前の、志比の

処理場を中央浄化センターへつなぐと、そのけやき台のやつを一緒に統合した場

合には少しオーバーフローになるというようなことも聞いておって、そこが踏み

切れんのだというようなことも聞いておりますけれども、この辺について少し教

えてください。

○議長（伊藤博夫君） 下水道課長。

○下水道課長（太喜雅美君） ただいまのけやき台合併浄化槽の件でございますが、

けやき台合併浄化槽は、平成８年４月に供用を開始して１８年経過しております。

けやき台合併処理場を中央浄化センターに統合する件でございますが、けやき台

の合併処理場を中央の浄化センターに統合した場合、それと志比浄化センターを

中央浄化センターに統合した場合、これはいずれも、おのおのですと中央浄化セ

ンターの処理能力は確保できております。しかし、前にお答えさせていただきま

したが、志比浄化センターの経過年数がはるかに大きいため、志比浄化センター

を先に優先させていただいております。

また、志比浄化センター及びけやき台合併浄化槽を両方とも中央浄化センター

に統合する場合は、中央浄化センターの処理能力が足りません。ただし、昨今の

人口の減少傾向及び一般家庭等の節水状況を考慮した汚水量の推移予測から見ま

すと、これは予測ですが、平成４３年、１７年後でございますが、そのころには

志比浄化センターとけやき台両方を中央浄化センターに統合しても現在の中央浄

化センターの処理能力で賄えるということになります。しかし、中央浄化センタ

ーも昭和６２年４月供用開始ですので、先ほど申しました平成４３年のころには

中央浄化センターそのものが４４年経過するようなことになります。そうします

と、施設そのものの更新の検討が必要になると思われますし、こういうことを鑑

みて、今後、けやき台の合併浄化槽統合を計画していきたいと思っております。

いずれにしても、施設を更新するより統廃合して集中させたほうがコスト的に

は削減されることとなっております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） 私、この基本構想を当時つくるときにも申し上げたんですけ

れども、永平寺地区の川向かいを、五領川はちょっとまだ余裕があるわけですか



－88－

ら、五領川へつなぐこともぜひ検討してほしいと。どれくらい管路の新設が必要

になるんかはちょっとわかりませんからその辺とか、それから、中央浄化センタ

ーを少し軽くすればけやき台を引っ張り込めるわけですからその辺とか。

それからまた、金元さんなんかもしょっちゅう言ってますけど吉野処理区を、

今満杯ですから、これは農業集落排水ですけれども、これを五領川へ、今下のほ

うへ、中部縦貫道ができる前に管路を布設して一部五領川へ持っていってしまう

と。そうすれば将来的に、これも恐らく農業集落排水の起債の償還が終わってい

ないから、これ途中でやめますということになると、また償還のいわゆるそうい

う問題が起きてくるんだと思いますから、補助金を返せというような問題が起き

てくるんだと思いますから今すぐにはできないにしても将来構想的にはそういう

ことをやっておくべきだという、これは私に限らず皆さんおっしゃっているんで、

いろんなことで、新しい町長は２０年、３０年先を見据えたということをおっし

ゃっているんで、ぜひそういう長期的な観点からいろいろ検討をしていただいて、

将来禍根が残らないようにぜひやっていただきたいと思いますが、どうでしょう

か。

○議長（伊藤博夫君） 下水道課長。

○下水道課長（太喜雅美君） 今議員仰せのとおり、永平寺の北地区のこともこの基

本構想には書いてございます。構想では五領川のほうへ持っていくようになって

いますが、今後これも五領川さんと検討をしていきたいと思います。

それと、松岡吉野地区の集落排水の汚水でございますが、今、処理場がまだ、

平成７年か８年ぐらいに建てたものなのでまだ新しい状況です。これも行く行く

は、この構想では五領川のほうへ行くように書いてありますが、今後検討してい

きたいと思いますし、今ちょうど中部縦貫自動車道の建設でそこのルートに管を

どうするかというのはことし検討していきたいと思っております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ６番、原田君。

○６番（原田武紀君） 基本構想の一番最後のページにもいろんな将来構想も含めて

少し書いてあるんで、そういうことは恐らくわかりながら計画を進めておられる

んだと思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） 次に、１１番、長谷川君の質問を許します。

１１番、長谷川君。
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○１１番（長谷川治人君） 町長、就任おめでとうございます。

私は、通告に従いまして質問をさせていただきます。

今回、３問の質問をさせていただきます。１問目の防災行政無線の難聴区域の

解消について、このことにつきましては従来からの課題でありましたし、２問目

の福祉バスの利便を図ってと３問目の選挙投票箇所の見直しに関しては、ごく最

近、町民の方からの声ですので、よろしくお願いをいたします。

まず１問目の防災行政無線の難聴区域の解消についてですが、有事の際の伝達

手段につきましては、今までもいろんな論議の中でさまざまな方法を検討されて

いると思いますし、今後も検討されると思いますんで、ここでは防災行政無線に

ついての質問をさせていただきます。

今、松岡地区では平成２７年度にかけて整備が進められておりますが、この整

備に関しましては、永平寺地区、上志比地区の旧来からの設置済みの防災行政無

線につきましても、この際、不都合があれば対処するというふうなこともお聞き

しておりますんで、そのことを含んでいただきましてご検討いただければと思い

ます。

そこで、私、東古市の自治防災会の隊長ということで、そういったことをあず

からせていただいております関係もありまして、きょうは申し上げさせていただ

きます。

以前から、区民から当無線放送が聞こえないとか聞こえづらいという声を聞い

ておりまして、昨年１０月２６日の町の総合防災訓練時におきまして、その日は

全日まで天候不順ということで中止になったわけですが、アンケート調査だけは

実施をいたしました。実は一昨年も実施した経緯があるんですが、まとめられな

いような形で再度昨年行ったという経緯があります。

このアンケート調査につきましては、後日、町当局に要望書とあわせて提出い

たしたいと思いますが、概略を申し上げますと、回収率が２４９世帯のうち２３

２世帯、９３．１％の回答を得ております。この調査結果をもとにシンプルに３

段階に分類したんですが、いわゆる「聞こえる」というのが５２％、１２１世帯

ありました。「聞こえづらい」が３１％で７１世帯、「聞こえない」というのが

１７％、４０世帯という結果が出ております。

ちょっと図面で申し上げますと、これ東古市の住宅地図です。これ１枚におさ

めてあるんですが、上が北、南、東、西というふうに見ていただきまして、この

青が「聞こえる」、黄色が「聞こえづらい」、赤が「聞こえない」ということで
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３つに分類してつくったんですが、これ見ていただきますと、永平寺支所と北の

ほうに１カ所、二カ所に子局いわゆるスピーカーが設置されております。これ見

ますと、ちょうど東古市の真ん中あたりが聞こえない。それと永平寺川の西側、

ここも大方聞こえないという、これが４０世帯あるというふうな状況になってご

ざいます。

それでいろいろご意見等もアンケートの中でお聞きしているんですが、一番多

いのが、各家庭に戸別受信機を設置する必要があるんでないかということでござ

いました。あと、たくさんのご意見をいただいておるんですが、若干申し上げま

すと、アナウンスの発音が悪いとか、ゆっくり間を置いて言ってほしいとか、声

が割れてはっきり聞き取れなくて、例えば時間、開催、中止とかいった大事なと

ころは強調して繰り返し言ってほしいというふうなご意見、こういった聞こえづ

らい部分についてはアナウンスのテクニックについての苦言であろうと思うんで

すが、修正はきくんだろうと思います。あと、こしの国ケーブルとの関連やら受

信機があるがデジタル化になったら使えるのかといったご意見等も多々ありまし

た。

そこで、この聞こえづらい地域は、先ほども申し上げましたように、アナウン

スの方法をさらに磨いてもらうこともあります。ほかにできるだけ聞く努力はし

ていただくということになるんだろうと思います。問題は、この聞こえない地域

について、調査結果からある程度限定をしておりますんで、これはぜひとも防災

上の安心、安全なまちづくりの観点から新たに子局を設けるのはどうなんでしょ

うね。関連工事含めると相当の費用がかかると思いますんで、ちょっと無理かな

と。

そういったことで、各家庭に受信機を設置するとか、ぜひとも善処方をお願い

したいと思うんですが、ご所見をお伺いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 防災行政無線についてでございますけれども、議員

のほうからお話ありました、新たに子局を設けるという件につきまして、現在、

永平寺、上志比地区のそういった難聴区域の屋外拡声子局の新設計画というのは

ありませんけれども、難聴解消といたしまして、自主防災組織連絡協議会資機材

購入補助事業という事業を活用していただいて戸別受信機の設置を促進している

というような現状でございます。今年度、上志比地区の自主防災組織連絡協議会

におきまして、当該補助事業を活用していただいて５５世帯分、５５個の戸別受
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信機を購入しまして、購入費の２分の１を町が助成するということにしておりま

す。今後も、永平寺、上志比地区の自主防災組織連絡協議会へこの事業の説明あ

るいは理解をお願いしまして補助制度の有効活用を図っていただいて、戸別受信

機の整備を図っていきたいというふうに考えております。

またそのほか、町のほうでは、防災行政無線の放送が聞こえづらいというよう

な場合の対応といたしまして、本庁からの一斉の放送の場合になりますけれども、

フリーダイヤルを使った電話応答サービスというのも行っております。また、難

聴解消と情報伝達手段の多様化ということもあわせ持って、今年度、情報自動配

信装置というものを整備させていただいております。その中で来月、４月７日か

らですが、本庁から放送した防災行政無線の内容あるいは防災情報、災害情報等

の緊急情報をパソコンや携帯電話、スマートフォンと連動しまして配信するとい

う登録制の防災メールシステムの運用を開始することとしております。この防災

メールの登録につきましては、現在、町のホームページにおきまして登録方法を

記載しております。アップさせていただいております。また広報４月号等にも今

後掲載しまして、防災行政無線の電話応答サービス等も含めまして町民の皆様に

周知のほうをさせていただいて活用を図っていきたいというふうに考えておりま

す。

また、先ほどお話ありました町のホームページあるいはケーブルテレビ等への

連動ということも今後計画しておりまして、防災行政無線の難聴区域解消を含め

ました災害時の情報伝達のさらなる多様化を図っていきたいというふうに考えて

おります。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） 今もさまざまな伝達方法も考えておられるということで。

そこで、これ、戸別受信機というのは１機幾らぐらいするんでしょう。それの

半分町が助成ということですね。ちょっと教えてください。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 戸別受信機、今購入をしていただいているのは防災

ラジオ形式といいまして、ラジオが聞ける、懐中電灯もついていて、当然防災行

政無線の働きもすると。電源は、電池あるいは家庭用の電源等両方使えて、外に

も持ち運びができるというようなもので、１台１万６，０００円。税抜きで１万

６，０００円です。その半分を補助させていただくというふうな状況でございま
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す。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） 今回は、防災行政無線に絞ってちょっとお聞きしたいと

思います。

それで、上志比地区の自主防災連絡協議会で５５世帯という話でございました。

これはあれですか、自主防災連絡協議会の申請と言われましたが、実は東古市の

場合、４０世帯が聞こえないと、それから７１世帯が聞こえづらいと、そういう

ふうなことで相当の数。また、聞こえても戸別受信機が欲しいという希望者もお

るとしたら相当の数になると想像するんですが、この区単位での、いわば区が直

接申請は不可能なんですか。それと連絡会を通さないといけないという、何か理

由があるんですか。ちょっとお聞きします。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 昨年、町内８ブロックの自主防災組織連絡協議会が

立ち上がりまして、お互い情報交換をしていく中で、そういった連絡協議会が窓

口となってこういった防災体制の強化ということを図っていきたいという中の一

つの動きでございます。

ただ、今議員おっしゃったように、各地区単位の自主防災会というのもござい

ます。この自主防災会につきましても、町の補助事業の中で自主防災会への活動

補助金というのもありますけれども、同じように資機材の補助事業というのもご

ざいます。そういった事業を活用していただければというふうに考えております。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） その資機材の中に戸別受信機も入るんですか。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 今後、そういった声が大きいとか、そういった状況

を見まして、そういった資機材の中に防災ラジオ、戸別受信機というようなもの

も含めていくような検討をしていきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） なるべく、どういうんかね、直接できるような、一つ迂

回してするのでなしに、直接できれば手っ取り早いかなという思いがあるんです

が、例えば申請した場合に許認可、認可というか、許可というか、何らかの条件

があるんでしょうかね。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。
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○総務課長心得（平林竜一君） 認可というのは、国の許可とかそういうことで。町

のほうが申請に対しての許可ということですか。特に条件というのは設けてござ

いません。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） いわゆる古市のことばっかり今言ってますけど、上志比

地区はそういったことで申請していると。永平寺地区におきまして、全町的にな

ると結構相当数になると思うし、そうすれば金額も結構なると思うんですが、こ

の数の制限は考えているんですか。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 今、そういった促進を始めたところといいますか、

今進めている段階ということで、総額的に幾らぐらいまでとか、そういったもの

ではなくて、毎年度、毎年度この事業は今後進めていきたいというふうに思って

おりますので、予算の範囲内で購入できるものは購入していっていただきたいと

いうふうに考えております。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） できたら、区単位の自主防災会あたりの申請でも許可で

きるような形にお願いできたらなと、こういうふうにお願いしたいんですが、こ

のことにつきましては、また後日、区長さんとともども調査結果もお持ちして何

らかの形で善処方をお願いしますし、何とか区民の安全、安心のためにそういっ

たものが解消できればいいなと、そういうふうに思いますんで、ひとつよろしく

お願いします。

次の質問に移ります。

福祉バスの利便を図ってということで質問をします。

これは冒頭で申し上げましたように、ごく最近の町民の方からの声で、一つの

例として聞いていただきたいんですが、永寿苑の送迎バスのルートに関してのこ

とでございます。町が委託しているという観点から申し上げるんですが、あくま

でも一つの例ということで捉えていただきたいです。

山、諏訪間地区を走るルートについて、以前は町道を走っていたということも

お聞きしましたし、現在、国道に切りかわったと。切りかわったんか、運転手が

かわるとルートが変わるんかというふうなことなんでしょうが、やはりお年寄り、

それから体の不自由な人たちにとっては、国道まで出なきゃならんということで

大変難儀しているようでございます。運転手がかわるとルートが変わるというふ
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うなことではないとは思っておりますが、きちっとしたルートの確立をしていた

だいて、あわせて利便性を考えたルート、いわゆる町民の方も希望しているんで

すが、できるだけうちに近い道路、町道を走るルートを希望しているようでござ

いますが、ぜひともお願いしたいということでございます。

河合町長の公約にも、孤独を感じない福祉を進める、それから命、暮らしを守

るということでございますんで、お年寄りや体の不自由な方たちのひきこもりを

防ぐ意味合いからも、ぜひ利用しやすい送迎バスにしていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 福祉バスの運用につきましては、社会福祉協議会に

委託しております。南地区の門前から永寿苑を経由して永平寺温泉「禅の里」ま

でを毎日２往復しています。年間約６，０００人の方に利用されているのが現状

でございます。

今ご質問にありました山、諏訪間のルートについては、現在、国道を通るルー

トで運行しているのが現状です。昨年中に福祉バスの乗客の要望で、家の前やル

ート以外の路線での運用をしたとの報告を受けております。そこで町としまして

厳しく指導をしております。ルート以外での運用につきましては、雨風のしのげ

るバス停の有無や路線以外での事故などの対応に問題が発生するということが考

えられますので、またルートを変更しますと逆に利便性が悪くなる方もいらっし

ゃいます。今後、利用者の方や地域の方のご意見を伺い、利便性の一番よいルー

トで運行したいというふうに考えています。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） まさしく今課長が言うふうなことで、ルートがあっち行

ったりこっち行ったりというふうなことではバスに乗る人の、利用者の戸惑いも

やはりあろうかと思います。今、本当に課長言うように、きちっとルートを確立

していただいて、そして周知をきちっとしてもろうて、そして何をか言わんや、

利便性のある、お年寄りやら体の不自由な人が使いやすいような方法で、ぜひと

もお願いしたいと思います。

町道を走れば、今度は国道側にいる人がまた不便を来すというふうなこともあ

りますんで、十分利用者の声を聞いて対応方をお願いしたいなと、こういうふう

に思います。私もきつく言われてますんでちょっと語調があれになりますけど、
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町民の声と思って聞いてください。

それ以上、このことに関しては言うことはないと思います。本当に利用しやす

いようにひとつお願いしたいと思います。

次に移ります。

選挙投票箇所の見直しに関してでございます。これはごくごく最近の、いわゆ

る町長選挙期間中の町民の方からの声でございます。これは選挙管理委員会に帰

属する部分でございますが、これもいわゆる一つの例としてお聞きいただきたい

と思います。

次期町議会議員選挙の日程は既にマスコミ等で公表されておりますんで検討の

余地はあるかないかわかりませんが、例えば光明寺区の例を申し上げますが、光

明寺地区の人たちの選挙投票所は志比幼児園になっていると思うんですが、お年

寄りにしたら本当に遠い。選挙するのに若いもんに頼まなあかんというわけです

ね。これを何とかしてほしいと。せめて、体協の区割りがあるんですが、花谷、

光明寺、いわゆる旧永平寺でいうとあこは５区になるんかね。花谷、光明寺の区

割りじゃないですが、その花谷、光明寺のところで１カ所できないかということ

であります。

こういった箇所が町内でどんだけあるのかわからないんですが、全町的に検証

をぜひお願いするわけですが、お年寄りを含めて町民皆さんが投票所に行きやす

いように環境をつくっていただいて、そしてそれが投票率アップにつながれば幸

いですし、高齢者に優しい政治をぜひお願いしたいと思いますが、ご所見をお伺

いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 総務課長心得。

○総務課長心得（平林竜一君） 現在、投票所につきましては、松岡地区８カ所、永

平寺地区８カ所、上志比地区３カ所、計１９カ所の投票所を町全体で設けており

ます。これらの投票所につきましては、投票所区域内の有権者数の格差といいま

すか、ばらつきですとか、投票所までの距離でありますとか、そういった設置状

況による不均衡、あわせましてスロープが設置されていないとかバリアフリー化

ができていないとか、そういった高齢者とか体の不自由な方への対応のおくれと

か、駐車スペースが不足しているだとか、そういった投票所によっていろいろな

さまざまな課題があるというふうには思っております。これを今後は投票所を見

直しまして、町全域で設置状況の均衡を図るというようなこと、公平性を図ると

いうことは投票しやすい環境づくりという意味では必要なのかなというふうに思
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っております。

一方、投票率について申し上げますと、昨年の７月の参院選とさきの町長選を

比べた場合に、いずれの選挙も町全体の投票率と６０代、７０代の投票率を比較

しますと、６０代、７０代の投票率は１０％以上高いというような検証の結果で

す。また、町長選におきましては８０代の投票率が６７．７９ということで、町

全体の７３．４６に近い投票率ということで、高齢者の方、お年寄りが町全体の

投票率を底上げしているとか引き上げているというようなことが逆に検証の結果

見えるのではないかというふうに考えております。また、選挙の種別別に見ます

と、６０代、７０代、８０代の町全体の投票率では参議院選よりも町長選挙のほ

うが約２０％高いと。６０代、７０代では投票率が町長選挙の場合は８５％を超

える投票率になっているというのが現状でございます。

また、今ご質問にありました志比幼児園での投票率を見ますと、６０代は８８．

２０％、７０代は９１．１１％、８０代は６１．４５％と、町長選挙のほうが参

院選よりも１０％から２０％近く高いというような結果が出ております。高齢者

に限らずですけれども、より関心の高いといいますか、身近な選挙になればなる

ほど投票率が高いのかなというふうには感じているところでございます。

先ほどお話ありました投票所を新しく設けるというようなこともあるのかもわ

かりませんけれども、選挙管理委員会としましては、その投票所までの距離とか

スロープの設置とかバリアフリー化とか、そういった投票しやすい環境づくりと

いうのも大事であるとは思っておりますけれども、やはり政治とか選挙に関心を

持っていただくというようなことでいろいろな方法で有権者の方に周知、訴えて

いくといったような形での投票率の向上ということを今後も考えていきたいなと

いうふうに考えているところでございます。

○議長（伊藤博夫君） １１番、長谷川君。

○１１番（長谷川治人君） 懇切丁寧な説明ありがとうございます。

なるほど、数値的に見ますと、今課長言われるようなことなんですが、一方で

そういう声もあるということだけひとつ認識していただいて。どういうんでしょ

うね、そういう声があるということはそういう不満もあるということなんで、そ

ういった面のいわゆる、何でも説明という、それで片づけてまうんですけど、や

っぱりその人たちが合点してもらわんとそういう声がまた入ってきますんで、そ

ういった面もちょっと認識していただいて、十分検討の結果、まだ現在のこのま

までいかなあかんのだよというふうなこともわかりますし、テーブルの上に一遍
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のせていただいて、選挙管理委員会ですか、こういう声もあるということを一遍

テーブルにのせていただきたいなと、こういうふうに思います。その結果、現状

でやるということならまた仕方ないと私は思いますので。

来春にはまた統一選挙が、またその後には国政選挙、次々に控えておりますん

で、いわゆる違った形になるかならないかは別にして、スピード感を持った対応、

これが新町長の真骨頂でないかなと思いますんで、新しい風を大いに期待させて

いただいて、これで私の一般質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。

○議長（伊藤博夫君） ここで２時２０分まで休憩いたします。

暫時休憩いたします。

（午後 ２時１０分 休憩）

──────────────

（午後 ２時２０分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

次に、７番、川治君の質問を許します。

７番、川治君。

○７番（川治孝行君） ７番、川治です。通告に従いまして質問をいたしたいと思い

ます。

河合町長には、町民の期待と将来的な展望を託されまして、ご当選、就任され

まして、まことにおめでとうございます。

町長は、町政への意気込みや抱負の中で、最初に永平寺のブランド発信につい

て各種団体と協議会を立ち上げたいとうたっております。また、町をどのように

元気にするかの問いに、永平寺ブランドトップセールスマンとして国内外に広め、

町の存在感を示していくとマスコミにコメントしておりますが、くしくも同じ日

に、県でも１４年度当初予算のトップに観光・ブランド戦略に重点配分したとし

ております。また、２月２７日には、大野市議会におきましても、おおのブラン

ドの確立として越前おおの総ブランドの確立を目指すとしております。

今、県を初め、各市町村がおのおのの特徴のあるまちづくりの中でブランド発

信を目指している中、永平寺町としてどのように発信するのか。現在取り組んで

いる施策と今後の取り組みについてお伺いをいたしたいと思います。

初めに、ブランドをつくるとは、地域の特性を生かした などの魅力と

活用を高めることであるかと思います。また、ブランドの要件とは、品質が高く
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維持され、県内外から高い評価を得ることであるかと思いますが、観光やサービ

ス、特産業を初め、人、もの、そして山や川、田畑等の自然環境、また建物など

から永平寺町内にある資源と財産を町民が一体となって考え、つくり出すものと

思いますが、町長はどのように考えているのかお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 地域ブランドにつきまして申し上げたいと思います

が、これは地域で産出される評価の高い農産物であるとか牛肉類などの生鮮特産

品、また伝統の技術を生かして製造される加工食品等の商品あるいは地域で提供

される温泉リゾートなどのサービス等を指す場合が多いというふうに認識してい

るところでございますが、ご質問のとおり、消費者から高い評価が得られるよう

な産品や観光資源をつくり出し、あるいは発掘し、それを地域の発展につなげよ

うというのが地域のブランド創出の戦略であるというふうに考えております。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） お答えします。

ブランド創造、どうやってブランドを創造するのか、よその自治体はそういっ

たことに一生懸命力を入れています。ただ、この永平寺町には、もうつくらなく

てもあるんです。禅という文化、また九頭竜川、こういったブランドをいかに新

しい形で発信していくか。そしてこの永平寺町全体、この永平寺のまちをブラン

ド化したいといいますか、このブランド化することによって、永平寺でつくられ

るさまざまな農産物であったり商品であったり、そういったものに付加価値がつ

く。ブランドとはそういったものなんですが、七百何十年とあるこのブランドを

新しいターゲットを見つけて発信していきたいという気持ちがあります。

そして今、ブランド発信協議会、現在もあります。このブランド発信協議会も

新しい形、また、今までですとどちらかといいますと、ブランド発信もされてい

ましたが、イベントとかそういった視点になっていたと思うんですが、そして新

しいブランドをつくろう、つくろうという、そういったのもありましたが、これ

からは、いかに今あるこのブランドを日本中、世界中に発信していくか、そうい

ったところに力点を置いて、いろいろな関係団体の皆さんと協議して、そして行

動に移していきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 去る１月２９日に、議会議員研修といたしまして、三重県い

なべ市におきまして、そちらのほうへ行ってきましたが、「いなべブランド」と



－99－

いう冊子を、ここにありますけれども、こういう冊子ですね。これを資料としま

して研修を受けました。

今後、この永平寺町にもこうした冊子をつくって啓発をしたほうがいいんでな

いかなというふうに思いますけれども、この点についてはいかがでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 広報といいますか、ＰＲ、情報発信という意味では

有効な手段であるというふうに考えます。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） もちろんそういった冊子も大切ですが、昨年からの事業でテ

レビのＣＭ事業、あれは週に１回、夕方の５時からの放送でしたが、今年度から、

今、予算にも計上をさせていただいておりますが、ちょっとボリュームを膨らま

せまして、視聴者が見る時間帯にちょっと絞りまして、ボリュームも上げまして

放送させていただこうと思っております。その中で、子育てプラスもう一番組、

二番組つくらせていただいて、今度は永平寺町の魅力とか観光とか、そういった

発信、また今、議会でも取り組まれてますフェイスブック、そういったＳＮＳと

かいろいろな媒体を使って発信していきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） もう一つ、愛知県では、県内の製造業の実力を広く国内外に

アピールし、県内のすぐれたものづくりを世界的ブランドへと展開するために、

すぐれたものづくり企業を愛知ブランド企業として認定をしております。

当永平寺町におきましても、今後、すぐれた企業におきましては永平寺ブラン

ド企業として認定していくべきかと思いますが、この点につきましてはいかがで

しょうか。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 当課におきましても、事業の中でチャレンジ企業と

いうことで補助をさせていただいておりますが、そういったところで地域の技術

を生かした、そういったものが出てくれば、それに対してブランド化しながら、

やはり永平寺町の情報発信という形で活用していきたいというふうには考えてお

ります。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 次に、機能補償道路いわゆる県道栃神谷鳴鹿森田線が昨年の

７月１７日に開通をいたしまして、交通形態が大きく変化する中、２７年４月に
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は福井北インターから越坂トンネル間が供用開始となりますが、福井北インター

の名称は諸般の事情から変えることができないかと思いますが、新しくできるジ

ャンクションの名称につきましては、現在は（仮称）福井北ジャンクションとし

て工事説明書や、また福井新聞などに掲載されておりますが、東海北陸自動車道

の白鳥インターまで開通した暁には、有料化される時点でジャンクションの名称

が決定されるかと思います。このまま傍観していますと、現在の（仮称）福井北

ジャンクションがこのまま決定されることが想定をされます。

永平寺町として、ジャンクションの名称は永平寺ブランド発信の窓口になるか

と思いますが、永平寺ジャンクションの名称への取り組みについてお伺いをいた

します。

○議長（伊藤博夫君） 建設課長。

○建設課長（山下 誠君） 平成２６年度内に、北陸自動車道福井北インターから中

部縦貫自動車道松岡インター、これあくまでもまだ仮称でございますけど、約２．

２キロが供用開始されることから、これまでに北陸自動車道と中部縦貫自動車道

の結節点、すなわちこれジャンクションでございますけれども、永平寺の名称を

取り入れていただくよう、中日本高速道路株式会社のほうに要望をしてまいった

ところでございます。

事業主体の中日本高速道路株式会社からは、当該箇所は自動車専用道路である

北陸自動車道に中部縦貫自動車道が接続しジャンクション形状となるため、現在、

福井北ジャンクションという仮称を使用しておりますが、従来どおり、高速道路

から一般道路へ接続するインターチェンジという重要な役割を引き受けるといっ

たことから、供用後はジャンクションという名称は用いないという予定であると

いうように聞いております。また、類似形状であります中部縦貫自動車道と東海

北陸自動車道の接続する箇所について、例えば白鳥インター、もう一つ飛騨清見、

これは東海北陸自動車道と中部縦貫自動車道の結節点になってございますが、こ

れにつきましても、現在ジャンクションという名称は用いていないということで

ございます。

今後、これは今議員さんもおっしゃったとおり将来的なことになりまして、ま

だ先の話にはなろうかと思いますけれども、中部縦貫自動車道が全線供用開始を

した場合、これジャンクションとしての要件が満たされるようになった場合には、

適正化委員会という会がございまして、そういうジャンクションの名称等を決め

る場がございます。そういったところにも今後働きかけていって、そういった場
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合には永平寺の名称をやはり取り入れていただくよう関係機関に働きかけていか

なければならないというふうに感じているところでございます。

現在は、北陸自動車道を利用され永平寺に多くの観光客が訪れていることから、

議員の皆様も見かけているかとは思いますけれども、北陸自動車道の福井北イン

ターの出口の案内標識には「福井北」と「永平寺」が２つ併記されております。

その中で永平寺の看板には、町のイメージキャラクターでありますえい坊くんを

取り入れていただいているところでもあります。

ブランド発信につきましてはさまざまな手法があろうかと思いますけれども、

道路行政といたしましては、今後、町内の利用度の高い主要な道路に道の愛称を

つけるなど、永平寺ブランドの発信となるような取り組みを検討していきたいな

というふうに考えているところでございます。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） ここでちょっと暫時休憩させていただきます。ちょっと雑音

が入ってますんで。

（午後 ２時 分 休憩）

──────────────

（午後 ２時 分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 町長は、この件についてはどうでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 私もぜひジャンクションに名前をと思っていたんですが、今、

建設課長からの説明の中で、有料と無料のジャンクションには、ジャンクション

とならないということで。ただ、近いか遠いかはわかりませんが、将来、有料化

になったときにはジャンクションとなるということで、それに向けてはぜひ永平

寺ジャンクションにしてほしいという思いは本当に強くあります。そして建設課

長からもありました、今、門前とかああいいったいろいろな道に名前をつけてい

く、そして廃線跡も名前を公募して４月の中ごろには決定していくという、そう

いったいろいろ道とか公共物とかそういったものにも禅のブランドが感じられる

ような、そういった取り組みも行っていきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） ３番目に、機能補償道路に次いで、中部縦貫道路永平寺大野
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道路２６．４キロが平成２９年の４月の開通を目標に工事が進められております。

また大野油坂道路３２キロも急ピッチで進められているかと思いますが、全線供

用開始までに隣接市町との連携を図る中において、町内における商工会やＪＡ農

協、各種団体との連携を模索し、あらゆる観点から永平寺町のブランド化を進め

ることが必要かと思いますが、この施策についてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 中部縦貫自動車道の整備、また北陸新幹線の金沢開

業、舞鶴若狭自動車道の全線開通など、永平寺町を取り巻く高速交通体系という

のは近年大きく進展してまいります。よって、中部圏や首都圏、関西圏などの大

都市圏からの交流人口というものも、やはり増加するものと予想されております。

こういったような状況の中で永平寺ブランドというものを確立して、やはり広く

全国に発信していくことは、ご指摘のとおり、急務であるというふうに考えてお

ります。

特に永平寺町には、世界的にも知名度の高い曹洞宗大本山永平寺がございます。

ほかの観光資源、また自然資源、農商工資源を連携させながら永平寺ブランドと

して確立させることが可能というふうに考えております。永平寺ブランドの確立

には、行政だけでなく、仰せのとおり、さまざまな業種や幅広い年齢層からの意

見を広く集約しながら観光資源や農商工資源を掘り起こす必要というものがある

というふうに考えております。農商工資源の掘り起こしによりまして、公共機関

との連携や、また業種間の交流が活発になり、新しいアイデア、そういったもの

を取り入れた工芸品、新製品が生まれてくる可能性もあるというふうに考えてお

ります。各業種間の情報交換を通じて互いに相乗、活性化され、地域ブランドと

して全国に発信できる可能性というものが大きくなってくるものと考えておりま

す。

今後の取り組みといたしましては、首都圏をやはり意識しながら、大阪、京都、

関西圏など、今後、中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道の開通や新幹線の金沢

駅の開通に向けたイベント、北陸各地の道の駅フェアであるとか福井しあわせ元

気国体関連イベントなどにも町内の企業や団体、女性グループなどが意欲的かつ

積極的に出展していただけるような、そういった支援策を考えていきながら、永

平寺ブランドの情報発信というものも、やはり努めていきたいというふうに考え

ておりますし、さらに永平寺町のイメージキャラクターとしてのえい坊くん、こ

ういったものも永平寺町の知名度アップ、地域経済の活性化、宣伝活動、ＰＲ活



－103－

動にはなくてはならない存在になっている現状がございます。今後は、新たなグ

ッズの作成やイメージソング、そういったものも利用しながら県内外の各種イベ

ントに積極的に参加し、観光客の誘致や永平寺町の農商工産業の活性化を図る、

そういった起爆剤になるように活用していきたいというふうに考えているところ

です。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 農林課長にお伺いいたしますが、ＪＡ、農協や、また道の駅

に関連した農家の皆さん方の、これのブランド化というんか、そういう道の駅に

関してのそういう生産物を出すということに関しての取り組みは何かやっていま

すか。

○議長（伊藤博夫君） 農林課長。

○農林課長（河合淳一君） 以前よりも、町長からありましたように、永平寺農商工

ブランド発信協議会におきまして、農商工、観光、大学と連携しながら、幅広い

分野から永平寺町のブランド化ということで考えさせていただいておりました

が、その中でも葉っぱずし、あとアブラギリ関係の研究を環境課で今やっていた

だいているのもありますし、あと、先ほど出ましたように、各種イベントでそれ

ぞれ企業グループがつくっております葉っぱずし以外のそういう農産物、加工品

等について、今、少しでも知名度が上がるような形で県外のほうへ出向しまして、

少しでも東京のほう、大阪のほうで名前が、知名度が上がるようにということで

努力はしているわけですけれども、それも今後さらに知名度が上がるような方向

でグループを応援していきたいなと考えております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 次に４番目ですが、北陸新幹線の開業を見据えまして、永平

寺町として独自の観光ＰＲとしまして、大都市におきまして、デジタルサイネー

ジいわゆる電子看板を使いまして「食」「禅」「歴史」のテーマで３分割した画

面の中に、ごま豆腐や葉っぱずし、また曹洞宗、大本山永平寺、そして古墳の出

土品の 大本山や九頭竜川の風景を交えて紹介し、禅の心に出会うま

ち福井県永平寺町とアピールした２本の観光ＰＲ用の電子看板が２月末まで放映

されました。

この永平寺町のブランド発信として、今後も放映内容や放映期間等についてい

ろいろと検討しているかと思いますが、この点についてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。
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○商工観光課長（酒井圭治君） もう来年になりますが、来年の春におきまして北陸

新幹線金沢開業が予定されております。そういったことにより、やはり再三にな

りますが、首都圏からの観光客の増加が見込まれるということでございました。

このことから、やはり首都圏の観光客に一人でも多く永平寺に来ていただくため

に、仰せのとおり、本年１月、２月と２カ月間、新幹線の結節点となります大宮

駅と、また乗降客の多い東京駅におきまして、Ｊ・ＡＤビジョンですが、デジタ

ルサイネージと言われる大型液晶掲示板、これによりまして永平寺町の魅力を紹

介する映像を放映させていただきました。

内容的には、今ご質問の中にもございましたが、「禅の心に出会うまち」とい

うテーマでございまして、永平寺町の「食」「禅」「歴史」、これを紹介させて

いただきました。詳細につきましては、冬の大本山永平寺、葉っぱずし、アユ、

サクラマス、古墳の出土品などの町の名産品であるとか特産品、観光資源などを

１５秒間の動画におさめさせていただきまして、大宮駅では４画面、東京駅で２

６画面ということで、１カ月ごとで内容を少し改め放映させていただきました。

大宮駅では１日平均乗降車数というのが大体４７万人と伺っておりますし、東京

駅では７６万人ということでございまして、そういった意味におきましても首都

圏でのデジタルサイネージを使用した観光ＰＲというものは、やはり効果が期待

できるものというふうに思われます。

今後につきましては、こういったものも活用しながら、また電車やバスへの車

体広告、また車内広告、こういったものも広告媒体であるということでございま

すので、そういった方法も検討しながら首都圏でのＰＲ活動というものは、やは

り継続していきたいというふうに考えております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 第５問目に、大本山永平寺の玄関口でもある永平寺線跡地の

遊歩道が今春完了いたしますが、永平寺口駅舎と駅前ロータリーも本年度内に完

成をいたします。大本山永平寺への玄関口として、新たな参道ルートとして、延

長６キロ、そして幅員３メーターの構成で、タイトルは「山に囲まれた自然の雰

囲気が楽しめる遊歩道」として供用開始されるかと思います。

しかし、現在の取り組みだけで永平寺ブランド発信の一環として位置づけられ

るのか。それについてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） 永平寺線跡地遊歩道でございますが、まず４月下旬
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ごろに完成を予定いたしております。そうした中で、大本山永平寺につながる参

詣道といたしまして誰からも親しまれるよう、名称の募集を全国に向けて行いま

した。全国で７００件を超える応募をいただいております。

こうした中で、４月中旬ごろ決定を予定しておりましたが、少しでも早くとい

うことで、４月上旬には名称を決定し、永平寺町の新しい名所として、またこれ

から新しい形で取り組んでいきます永平寺ブランドの一つとして情報発信をして

いきたいと考えております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 廃線跡につきましては、先日もＢＳ朝日で永平寺の番組が流

れている中で、托鉢をされている雲水さんがあの廃線跡を歩いているシーンも出

てました。やはりそのネーミングという、そういったものも大切だと思いますが、

一つのストーリー、この道はこういった意味があるんですよとか、そういったも

の考えていきながらブランド化につなげていきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） それでは次に、永平寺温泉「禅の里」と併設いたしまして道

の駅が２７年にオープン予定となっているかと思います。永平寺ブランド発信の

拠点として最も期待するものでありますが、永平寺町が負担する地域振興施設で

ある物販施設の構想と企画運営及び管理者等についてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 建設課長。

○建設課長（山下 誠君） 道の駅の内容につきましては、今年度、道の駅整備検討

委員会を３回開催し、県が整備する施設も含めた道の駅全体の構想についての検

討を進めているところでございます。現在までに、コンセプト、ターゲット、テ

ーマ、これらを決定しておりますが、物販等のサービス内容や運営、管理の方法、

各施設のハード面につきましては、現在も詳細を検討している段階でございます。

来年度も引き続き委員会を開催させていただく予定でございます。

物販や体験等につきましては、委員会の中からも永平寺町らしいものをといっ

たご意見が多く出されております。また、県の整備施設におきましても、ＰＲビ

デオ等による地域情報発信を行うなど、この道の駅が永平寺ブランド発信の重要

な拠点となるよう今後も検討を進めてまいりたいと。

今のところ、そういった進捗状況でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。
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○７番（川治孝行君） この道の駅も２７年には開設されるということということで

すが、新しくできるものですから町長も関心を持っているかと思います。

この点について一言。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 私、１２日に就任しまして、まだこの道の駅について詳しく

担当課のほうから聞いてないところもあります。また、どういった町の声がある

のか、そういったのも聞いてないところがありますので、これしっかりと早急に

聞かせていただいて、本当に上志比地区、点ではなくて線、面となる道の駅とな

るような施設になればと思っておりますので、またよろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 次に、福井県は全国学力テストで、公立小中学生では全てで

３位以内に入り、中学校の数学では１位で、６年連続で上位を維持したと昨年８

月に発表されました。とりわけ、永平寺町内の生徒におきましては優秀な成績を

おさめたと聞いております。これはまさしく永平寺ブランドとして継続、維持し

ていくことが大切であるかと思います。今後の指導方針についてお伺いいたした

いと思います。

先ほど１番の齋藤議員で答弁されました４つの教育方針、心の教育、行動力の

育成、質の向上、そして楽しみを求めるという教育方針を答弁されました。これ

も含めまして今後の指導方針についてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 教育長。

○教育長（宮崎義幸君） きのうも県下の教育長会がありました。そこでも大いに話

題になりました。小学校の学力は年によって上がったり下がったりするんですけ

れども、永平寺町の中学生はここ十数年来、県の平均の上をずっとコンスタント

に行ってるんですね。ほかの市町ではいいときもあり、あるんですけれども、な

ぜ永平寺町の中学校はそんなに安定していいのかというふうなことで、方策はど

んなものがあるんだというふうなことを聞かれました。

特別っていうことを思うんですけれども、やっぱりまず校門で３中学校とも礼

をする市町というのはほとんどないと思います。それだけ自分たちが、お願いし

ます、ありがとうございましたという、そういう謙虚な気持ちで学校に臨んでい

ると。授業開始時などにつきましても、チャイムがなると、しーんと学校中が静

まり返ります。先生が何も言わずに、さあいくよという感じで授業が始められま

す。ほかは「おい、こら、静かにして」とか。全然そのスタート地点が違います
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ね。そういうふうな点でも全然違いますし、それから掃除なんかも、嫌々やる掃

除を、この永平寺町の子どもたちというのは黙々と無言で一生懸命やります。そ

ういうようなところも、おのずと学力が向上してくるというのは当たり前のこと

だなということを思うんですが、教育関係者の中では永平寺の教育というのはあ

る程度ブランド化されてますので、もっとそれを広くしていく必要があるかなと

いうふうなことは思います。

それと、私、教育長としまして、ほかのところに発信するのも大事なんですけ

れども、やっぱり地元の子どもたちが伸びてもらわないといけないということを

思います。それをどういうふうに活用していくか。やっぱり誇りに思い、自信に

し、行動力にあらわしていく。そういうふうなことにもつなげていかないといけ

ないなということを思います。

最後に、先ほど方針でも述べさせていただいたんですけれども、来年度の永平

寺町の学校教育の方針の重点努力目標という中に「礼の心を重んじ」という言葉

を入れさせていただきました。そして「夢や希望を持って粘り強く学び、行動力

のある児童生徒の育成」というのをお題目として掲げて、そして小中、今のとこ

ろ中学校でそういうことをしっかりやっているんですけれども、そういう学ぶ者

の当たり前の気持ち。やっぱり小学生でも、朝、校門のところへ行ったら学校に

対して「おはようございます」と言うのは、ただきちっとしてって、そんなかし

こまったことは求めないんですけれども、子どもの素直な気持ちとして、学校に

対しても、おはようございます、お願いします、帰るときにも、ありがとうござ

いました、さようならという、そういう素直な気持ちでできる、そういう素直さ

とか謙虚さ、感謝の気持ち、そういうようなのを小学校にも広げていけるといい

なというふうなことを思っていまして、小中一体で進めていきたいと。これ今度

４月２日に、校長、教頭合同の会議があるんですけれども、強くお話しさせてい

ただいて進めていきたいなというふうなことを思っています。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 最後になりますが、永平寺町には歴史的財産、そして文教的

施設財産、また自然環境的財産、そして今現在推し進めております公的な財産が

あるかと思います。歴史的財産といたしましては、曹洞宗、大本山永平寺を初め

吉峰寺、天龍寺、そして松岡古墳群などがあるかと思いますが、文教的施設財産

におきましても福井大学医学部や福井県立大学、そして理容美容及び調理製菓専

門学校などがあります。また、自然環境的財産といたしましては、浄法寺山や九
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頭竜川中流域の天然記念物アラレガコを初めアユ、サクラマスなどを初め、九頭

竜川は釣り場としても全国的に有名なところかと思います。また、公的な財産と

いたしましては、現在進めております松岡公園、そして永平寺跡地遊歩道、また

健康福祉施設「禅の里」や道の駅があるかと思います。

これらを行政と町民が手を携えてみんなで考える永平寺ブランド化への創設に

ついてお伺いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 永平寺町には、大本山永平寺を初めといたしまして、

北陸最大級と言われる松岡古墳群などの歴史的、文化的な資源、また浄法寺山や

九頭竜川など自然環境資源が数多くあります。

そこで、観光を形づくる力というものを考えましたときに、やはり文化、また

経済、教育、健康、交流、そういったものがあるものというふうに考えておりま

す。これらの地域資源、力というものを結びつけることによりまして魅力的な観

光コースというものが実現できるかなというふうにも考えておりますし、独自性

の強い地域デザイン、そういったものを目指しながら、最終的には永平寺ブラン

ドになるものというふうに考えております。

今後、行政だけでなく、幅広く町民の皆様のお声も拝聴し、また議会のお声も、

さまざまなご意見をいただきながら取り組んでいければというふうなことを考え

ております。

○議長（伊藤博夫君） 企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） まず永平寺町では、代表的な文教的施設といたしま

して福井大学医学部、そして福井県立大学がございます。福井大学とは、本年、

包括的連携協定を締結いたしまして、文部科学省の地（知）の拠点整備事業の事

業採択を受けまして、現在、町と大学が連携し事業に取り組んでいるところでご

ざいます。大学が持つ専門性豊かな英知を永平寺町のまちづくりに生かしてまい

りたいと考えております。

今後は、福井大学や福井県立大学とこれまで以上に連携を図りながら永平寺ブ

ランド化につなげるとともに、情報の発信をしてまいりたいと考えております。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ７番、川治君。

○７番（川治孝行君） 永平寺町には恵まれた自然環境の中で長く引き継がれてきた

歴史と文化遺産とともに、おいしいものがたくさんあります。食には力がありま
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す。人を呼び寄せ、人を結びつけるとまちづくりの始め方として新聞で紹介をし

ております。

今、永平寺町は道路整備によって激変する渦中にあるかと思います。町長は公

約で、７つの約束の中で、町民がまちづくりの主役となる仕組みをつくる、そし

て町職員が生き生きと働くチーム永平寺町役場をつくると明言されております。

まさに町と町民が一丸となって活気あるまちづくりを考える時期かと思います。

町長を初め職員と住民による永平寺町のブランド創設と発信を期待いたしまし

て、質問を終わります。

○議長（伊藤博夫君） 次に、１７番、酒井君の質問を許します。

１７番、酒井君。

○１７番（酒井 要君） １７番、酒井でございます。

河合町長、本当に当選おめでとうございます。また、就任おめでとうございま

す。

私は選挙期間中、２１日ですか、永平寺町の上志比、下志比、松岡地区からの

あの若い方が集まって、人数は何人かはちょっと。何人ぐらいいるんかと、こう

聞きましたけどなかなかわからず、大変大勢の若い者が一堂に会して選挙運動に

散っていったあの姿は私大変、あの当時、感動をいたしました。そんなことを考

えますと、ひとつぜひ、河合町長、この永平寺町を活気のある町にしてほしいし、

私どもも協力をしていきたいと、こんな感じを思ってます。

きょうは質問に１問だけ、私、出させていただきました。人口減少を何とか食

いとめるにはどうしたらいいかと。まず、私はほかの地区のことはわかりません。

私は自分の集落のことを一つの事例として挙げさせていただいて、今後やっぱり

町がやるべきことはどうなんだろうというのを役場の職員全体で考えてもらいた

い。

私の集落は、昭和３０年代、私が高校３年生、２年生のときには５０戸の戸数

がありました。それが四、五年前までに４７軒に減りました。きのう、区長に何

軒だと聞きましたら４１軒と。もう１０軒以上減ったなという感じですね。一つ

の過疎。私は一番永平寺町の人口減少に大変心を痛めている一人でございます。

やっぱり集落もいろんな活動を行いますのに、人口減少してしまったんでは集落

活動のこともなかなかできない状態になると。

その現状、うちの集落を分析してみますと、きのう、おとつい、さきおとつい

と小中学校の卒業式がございました。上志比小学校の場合、１年、２年、３年で
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８４名ですけれども、やっぱり１年、２年、３年ゼロという集落もあります。私

の集落でも１年生２人、２年生２人、３年生１人。この１人が今度中学校に進学

ですね。私の孫が小学校４年生です。今、毎朝学校通うのに、７時になったら旗

を持って、一番年長者ということで、あとの４人ほどの生徒を引率して学校へ通

うと。５年生がおりませんから３年間そのリーダーというんですかね、それをや

らなきゃならないという状況にある。私も毎朝頑張れよということで声かけして

は出すんですけれども、やっぱり子どものいないことは大変寂しいことだなと、

こんな感じを毎日思っています。

私の集落のことを見ますと、人口も減っています。長男が結婚をして、その夫

婦が８組、東京、大阪、京都で生活しています。そりゃそれでいいんですけど、

私どもの感覚では長男は家持ちで家を守るんだという意識ありましたけど、今は

そうじゃないですね。経済的なことが原因で。

それと、結婚適齢者、現在５人います。３０前後、４０の方もおります。何か

しらかの結婚しようという気持ちがあるんかないんかわからない。最近は、これ

は一つの傾向として、私どもの若いころ、またそれ以前は、世話人、非常に世話

好きの人がいて、「こんな人おるんやけど、結婚せんか」ということで結婚した

方が多うございます。仲人さんですね。そういう人がいないために独身男性、本

当にほかの集落いろいろ聞いてみますと多い。

だから今後、やっぱり行政もこの方たちに、助けると言うと語弊ありますけど、

世話してもらう、世話をしてくれる人を町が委嘱をしてある程度の活動費、そん

なに大きいものではないです。活動費を補給し、何とか仲人の仕事をしていただ

くということができないかどうか。担当者、ひとつ答えをお願いします。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 今現在の状況を話させていただきます。

永平寺町では、結婚活動支援といたしまして、現在、婦人福祉協議会による結

婚相談会と商工会と協力して実行委員会を組織して出会い交流イベントというの

を実施しております。

婦人福祉協議会での相談会は毎月３会場にて実施しておりまして、年間３６回

の開催をしております。総相談件数につきましては１年間で１７件ほどでござい

まして、ほとんどの相談者は適齢期であるお子さんの親でございます。

出会い系交流イベントでございますけれども、２５年度には昨年の９月に開催

を予定し、参加者を募集いたしました。ですが参加者の応募が少なく、時期を１
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２月に変更した経緯がございます。その際の募集定員は男女それぞれ２０名でご

ざいましたが、参加者はそれぞれ１２名でございました。

各事業ともなかなか参加者や若者の相談者が少ないのが現状でございます。い

かにイベントを周知するかということが一番問題で、いかに興味を持っていただ

くかということが課題の一つでございます。今現在は情報化社会の中でございま

すので、若い人は１人１台携帯電話を持っています。こうした媒体を利用した結

婚活動の支援ができないかといったことも今検討しています。

それと、今ご質問がありました仲人さんを町で委嘱することはできないかとい

うご意見でございますけれども、先ほどお話ししました婦人福祉協議会さんです

かね、そういう方とか、県が今行っています地域の縁結びさん募集という事業が

ございます。これは福井結婚相談事業としまして、おっしゃるとおり仲人さんみ

たいな人を、パーマ屋さんと言ったらおかしいですけどね、そういうような人と

かいろんな女性の、和服屋さんをやっている人とか、そういうふうな人に依頼で

きないかというふうな事業でございまして、実際に、今度また婦人福祉協議会さ

んとか県の担当とかに相談させていただきながらそういうふうな事業ができない

か一度考えさせていただきたいなと思っております。

○議長（伊藤博夫君） １７番、酒井君。

○１７番（酒井 要君） 私の過去の経験を一つ申し上げます。

一昨年ですかね、河合町長が議長で私が副議長になっていたときに、私、福井

県身体障害者福祉連合会の副会長をしてたんです。その当時、小浜の小山さんと

いう目の見えない方が会長で、私が補佐的に副会長をしてたんです。私がやめた

ときに小山さんも一緒に会長をやめられたんですけど、小山さんと二人で障がい

者の方の独身者を集めようやと、そしてお互い食事しながら会って、何とか結婚

できるようなことをやろうやということで５年間、年２回、福井市、敦賀市、武

生市、それから坂井市、一応市のつくところは全部回ったんです。

３年前、私がやめる直前にサンサンホールで福井県の障がい者の結婚願望する

人を集めて、お見合いじゃない、食事しながらいい人を見つけていこうというこ

とで。ほんで特に障がい者ですから──身体障がい者の方です──車椅子の方も

おりました。両親同伴で来てくださいという案内を出したんです。そしたら全部

の参加者、男女合わせて４０名。全部両親が一緒に、何とか自分の息子に、また

自分の娘に結婚相手を見つけてほしいということで来られた。そして４０組のう

ち、おつき合いが始まって結婚しましたよというのが二組。大野から来た方と敦
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賀の方と６カ月間つき合って結婚をしたと。もう一組は福井市と武生市。私ども

サンサンホールへ入れる前に障がい者と永平寺を回って。車椅子の方もおりまし

たし、永平寺をずっと見学させてサンサンホールに入った。非常にそのときにや

っぱり永平寺を、障がい者ですからなかなかそういうところには来られなかった

んやね。来てびっくりしたと。大変感動して、そしてサンサンホールに入って集

団見合い的なことをやって、結果、二組の成功者ができたと。そのときに各市町

の副町長もしくは町長に挨拶に行きまして、身体障害者福祉連合会はこういうこ

とをやりますから、ひとつぜひご協力をお願いしますということで、私どもは人

集めに一生懸命になったんです。それがやっぱりそういうふうに成果で、二組で

すけれども、サンサンホールでやった行事で二組が誕生したと。

ですからそういうことをやっぱり、行政もそういう努力をするのが一つのやり

方でないか。ただ若い者来てくださいじゃ、だめなんです。やっぱり本当に願望、

結婚願望の人を集めてやる仕組み、それ、課長、どう思いますか。

○議長（伊藤博夫君） 福祉保健課長。

○福祉保健課長（山田幸稔君） 今おっしゃってます、そういうふうな出会いの場の

事業ということについてのご質問でございますけれども、今、確かに議員さんお

っしゃいますとおり、若い人の結婚の事業に対して参加しようという気持ちを掘

り起こすのが大変な事業でございまして、親御さんが一生懸命になっても、「何

で急にそんなこと言うの」とか、なかなかその親子の意思疎通がとれないみたい

な家庭もございます。そういうふうな中で、今おっしゃいます、町が一生懸命に

なって若い人のを気持ちを掘り起こして探してくるという、それもいろんな方法

はあると思うんです。

この前、町長さんともちょっとこういう話でさせていただいたんですけれども、

ほかの市町村、他市町、福井市さんとか坂井市さんとか勝山市さんとか大野市さ

んとか、そういうところとのつき合い、それと先ほど言っております県の結婚相

談事業みたいなところでのイベントへの参加、それから民間業者がやっておりま

すいろんなゴルフコンとか街コンとか、いろんなことがあります。そういうとこ

ろとの協議というんですか、参加させていただくとか、そういうふうなことも、

それから今度、いろんな町でやっていますイベントのときに、ちょっと遊び心を

入れた結婚相談事業というんですか、参加事業みたいなこともできないかという

ふうなことも今考えておりますけれども、なかなか難しいと言ったらおかしいで

すけれども、照れみたいなものをなくして参加してもらうという、そこら辺をう
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まくすることを今後考えさせてもらいたいというふうに思いますのでお願いいた

します。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 今、本当に若者の出会いが難しい、そういう時代、本当に趣

味の多様化であったり仕事の時間の調整でなかなか出会う場が少ない。そういっ

た中でこういった出会い事業というのは常に進化させながら、どういったものを

求めているか、どういった媒体を使えば集まってくれるかというのも検討してい

かないといけないと思っています。それともう一つ、昔の青年団、昔は青年団の

中でいろいろ活動する中でカップルになって結婚をしたという、そういった話も

聞いております。

ただ、今、この永平寺町、なかなかそういった青年団活動とかが希薄になって

いるといいますか、活発でない状況です。ぜひこういった青年団活動を活発にし

ていきながら、まちづくりの中でいろいろみんなでイベントに参加していただい

たり、また青年会ですか、そういった活動の中でいろいろ活動していただいて、

その中でまた出会いができる、そういった環境もつくっていきたいと思っており

ます。どうぞよろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） １７番、酒井君。

○１７番（酒井 要君） やっぱり人口減少というのが一番、私どもから見ますと、

幾ら町がいい話をしても人口が少なければ、これは一番ネックになるんじゃない

かなと。松岡小学校、中学校は別にして、私ども上志比小学校の卒業式に行きま

して、寂しいな、これは人が大事だなということを、実際卒業式に行って実感し

たわけですので、きょうこんな、こういう話題にしました。ぜひやっぱり結婚を

するカップルをいかにしてつくるかということが町として大事じゃないかなと思

います。

私の質問は以上で終わっときます。

○議長（伊藤博夫君） ここで３０分まで暫時休憩いたします。

（午後 ３時１９分 休憩）

──────────────

（午後 ３時３０分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

１３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） １３番、松川です。
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本日の私の一般質問は計６点ありますが、いずれも２月２４日に地元新聞社２

社が河合町長ご本人にインタビューをしてお聞きしたものをもとにしてつくりま

した。２つの新聞を参考にしています。きっと河合町長、たくさんおしゃべりに

なったのでしょう。私どもにとっても食いつきたくなるようなネタが満載でござ

いました。おかげさまでございます。ありがとうございます。

ご就任おめでとうございます。おくれました。

河合町長の公約は選挙の期間中から大体承知をしているつもりですが、選挙期

間中言われなかったこともインタビューに答えています。それはそれで私は新し

い公約として入れております。ただ、新聞記事の文章というものは、私どもの議

会だよりもそうですけれども、スペースに限界があります。修飾語などを削りに

削って字数を最小限にしています。したがって、もう少し、もう少し詳しく教え

てもらわないと十分に理解できないものもありますので、私なりにお尋ねをいた

します。よろしくお願いいたします。

まず、先ほど川治議員も一般質問されましたけれども、まずブランド発信のこ

とであります。

両方の新聞でも一番大きな見出しになっていました。一つは、新たにブランド

を発信する協議会をつくりたい、またあるいは永平寺町のブランド発信について

各種団体と協議会を立ち上げたいという表現でしたが、両方の新聞でもブランド

発信というものをトップ扱いにいたしました。新聞の扱いでは、町長自身がいろ

いろと町政への抱負や意気込みの中で一番目立ったんじゃないかなと思います

が、このことは実際、町長自身が今までも、議員の時代からかなりそういうこと

に関して発言をされていたことも私も覚えています。

しかし、よく考えてみますと、既に町では、松本町政のもとでもブランド発信

協議会なるものが何年かの間存在をし、会合も持たれていました。それなりに動

いていたと思われます。たまに会だけが華々しく立ち上げられましたけれども、

全く機能していないものもあることはありましたが、このブランド発信協議会と

いうのはそうではなかったと思います。ただ、その既存のブランド発信協議会に

ついての情報は、残念ながら私どもに、議会にも余り情報として与えられなかっ

たのでよくわからない面もあります。したがって、今、河合町長が新しく立ち上

げようとしているブランド発信協議会なるものが既存のそれと多少違うものなの

か、既存のそれを土台にして発展的にしていこうというものなのか。

先ほどちらっと述べられましたけど、大体イメージ的には理解をされています
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ので、そこに関しては答弁はなくても構いません。ただ、やっぱり新しい自念が

あれば、どんなイメージなのか簡単にご説明していただければありがたいと思い

ます。

そもそも英語でこのブランドという言葉がもちろんあるんですが、これこの間、

きのう辞書で引きましたら、もともとは商標とか銘柄という意味なんですね。と

ころが、語源としては家畜とか商品などにつけた焼き印とか烙印という意味もあ

ります。さらには、昔、罪人の体に押した烙印とか汚名という意味まであって、

大変悪い意味もあるんですね。あるいは、嫌なことが誰それに強く印象づけると

いう動詞にもなるんですね。今、日本で使われているブランドという片仮名はそ

ういう悪い意味はありませんけれども、そういうことを全く意識されていません

が、どうもこのブランドという言葉にはそういう、相当努力しないと逆に悪いイ

メージとかマイナスイメージを町内外に発信してしまうという危険性をはらんで

いるということを何か内在しているような、そんな取扱要注意の代物かなという

ようなことを辞書を引きながら感じました。

もともと、川治議員さんの話にもありましたけれども、永平寺、大本山があり

ますから悪いイメージがあるはずもなくて、福井よりも永平寺のほうがはるかに

イメージが強いという、これは県内の方から笑い話みたいな感じでよく言われる

話で、これはよくご存じやと思いますが、永平寺は知ってるけど福井は知らない

という、そういう。ということは、永平寺はどこにあるのか知られていないとい

う、何かわけのわからん話になってきますが。そういえば歴史の教科書にも、こ

れは中学校の教科書にも必ず出てくるのは、禅宗の曹洞宗と臨済宗が出てきます

ね。括弧して、曹洞宗は道元で永平寺の名前は載っていると。あるいは、臨済宗

も栄西ということで載っているんですが、これよう考えてみると、私調べたわけ

じゃないんですけれども、福井県ということがひょっとして教科書に載ってない

んではないかというのを、多分そうだろうなと思うんですね。そこら辺からひと

つ、これは県とも協力して、いろんな教科書に永平寺は福井県だというふうなこ

とを、多少お金かかるかもしれませんけれども、入れるとちょっといいんではな

いかなというふうな気がいたします。

普通、このブランドという言葉は、企業などが商品とか企業のイメージ戦略な

どの言うところのブランド力とか、ブランドは何かということについては、専門

家は多分いろんな定義づけをしていると思うんですが、先ほども河合町長説明を

されていましたけれども、私、実はあんまりブランドというのは、ブランド、ブ
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ランドと言っているけど、私自身はあんまり人様に説明するようなことはまだ持

っていません。だからそこら辺から研究されたらどうかなと、新しいブランド発

信協議会でね。とにかくいろいろ申し上げましたけれども、心から期待していま

す。ブランドとは何かということだけ勉強していただけると、それだけで私、半

分ほど成功したんじゃないかなというふうなことも思います。

それで、各種団体と協議会を立ち上げたいとしていますが、その協議会のメン

バーの構成、どんな人に入ってもらうかということについて。これは私前から言

ってるんですけど、いつも申し上げているんですが、どんな協議会でも、町のさ

まざまな諮問機関とか委員会に必ずと言っていいほど団体長が入っている。もう

このワンパターンはやめたほうがいいと。必ずしも団体長さん、いろいろ知識、

教養はあるかもしれませんけれども、ありとあらゆることに知識、教養を持ち合

わせているというのは、いらっしゃるかもしれませんけれども、あんまりいない

と考えたほうが無難であろうと。だから、その団体で必ずしも１人でなくても構

わんと思うんですね。本当にやる気があって、これはいきたいんだという人であ

れば２人でも３人でも入ればいいと。あるいは、やっぱり、僕は必ずしも大学の

教授とは言いませんけれども、本当の専門家も入れてくれればいいし、所信表明

にもありましたけれども、公募による委員会なんかも手を挙げて入ってくれる人

も、そういうふうな人を入れれば一番いいんでないかと思います。少し大所帯に

なるかもしれませんけれども分科会に分ければいいと思うし、これは非常にやり

がいのある仕事だなと思っています。

河合町長の非常に得意な分野と思いますので、細かいことも申し上げましたけ

れども、ご所見があればお伺いします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） まず今、松川議員のご提案といいますか、お話の中で、原点

に立ち返って一度、ブランドというものが何か、しっかりともう一度勉強させて

いただきたいと思います。

そして、今の農商工ブランドと新しいのをどういった形で進めるのかというこ

となんですが、今の農商工ブランド発信協議会は、産業フェアを中心として、町

内の商品の紹介や小麦を利用した商品の発表やえい坊くんのテーマ曲をつくるな

ど、どちらかと言えば、もちろん町外にも発信していますが、町内に向けての発

信であったり新しいものをつくることに力点が置かれていたのではないかなと、

そういうふうに感じています。私が思いますに、永平寺町には、先ほども言いま
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したが既にブランドがあります。まずこのブランドをどのように町外に発信して

いくのか、さらにこのブランドを町内への観光につながる誘客、商品や農産物の

付加価値につなげるかということが私が考えるブランド発信といいますか、そう

いったものです。

協議会、どういうふうにしていくのかということなんですが、もちろん各種団

体、団体長にこだわるつもりは私はありません。団体から適任者、こういったブ

ランドの発信のエキスパートといいますか、そういった方々の代表としてまず来

ていただく。そしてもう一つは、所信でも言いました町民シンクタンク、今説明

してしまいますが、町民の皆さん、いろいろな民間で活躍されている人が、まち

づくりに参加していただこうと気軽に登録していただいて、その組織の中からい

ろいろなまちづくりの協議会とかそういったのに参加していただけたらなとい

う、そういった思いがあります。そういった町のエキスパート、例えば商売につ

いてのエキスパート、ボランティアについてのエキスパート、いろいろな方々の

英知を結集したといいますか、そういったシンクタンクをつくっていきながら、

そういったシンクタンクからも、公募となるかはちょっとわかりませんが、その

シンクタンクにはどんどんいろんな人に入っていただければいいと思っておりま

す。そういった中からこういったいろいろな協議会も、ブランド発信協議会もそ

うですが、そういった知恵を拝借しながらまちづくりに、またこのブランド発信

につなげていければなと、そういうふうに思っております。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） ありがとうございます。

ただいまの町のシンクタンクの話、大変いいと思います。昔、そういえば、議

員時代にも河合町長、まちづくり研究所というようなものを言われたこともあっ

て、さすが若い感覚はいいなと思っていましたけれども、そういうことをあわせ

て今後こういうようなことにご利用いただければいいと思います。

次に、もう一つ、学校給食の無償化は継続するが、町の負担が課題にならない

よう協議会で検討したいとしています。これも詳しく教えていただきたいという

ことであります。

町長は選挙でも無償化は継続すると強調していたことは知っています。したが

って、今回新しく協議会を立ち上げて検討していただくということですが、無償

化の継続を前提にしていることはわかります。しかし、私自身は今でも、申しわ

けないけど、学校給食の無償化は見直すべきで、主管の教育委員会に差し戻すべ
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きだと主張しています。

私は、自分の発行している議会だよりで、その根拠を２０項目にわたってご紹

介いたしました。一つだけ言いますと、私の意見もありますけれども、世論が無

償化に今でも反対しているということであります。そういう立場なので、今後新

しく何らかの協議会が立ち上げられ、その協議会の議論の進め方次第では結果的

に見直しになればいいなと、そんなことをついつい期待しています。

昨年の当初予算を審議した３月議会では、学校給食の無償化について、私ども

議会は異例の附帯決議と意見書をあわせて提出をしました。附帯決議とは、法的

拘束力はないものの、議決された予算案に関して付され、議会が行政の趣向につ

いて意見や希望を表明している決議であり、極めて強い要求となっています。文

面は、学校給食無償化事業は将来の町財政に影響を及ぼすことが懸念されるため、

毎年この事業の財政への影響やその効果、問題点などを検証し、町財政の将来に

わたる健全化の維持に努めることとなっています。

さらに、意見書では５点あります。１つは、各学校給食施設の環境整備を図り、

児童生徒に安全、安心な給食を提供すること。２番目は、アレルギー児童への対

応は町がしっかりと責任を持って当たること。３番目は、期間を決めて事業の検

証を行うこと。４番目は、給食会計を私会計から公会計への移行を図ること。５

番目は、食材の購入については、一元仕入れ、一元支払いを図ることであります。

議会からの意見書であります。河合町長の議員時代のご意見が色濃く反映された

ものもあります。新しく立ち上がる協議会でも、これは附帯決議や意見書の視点

でも大いに協議していただくことを望みます。この協議会設置は私は非常に高く

評価しています。同時に、私は直ちに無償化事業を廃止したらいいと、そういう

ストレートな主張をするつもりはありません。注意深く協議会の議論を見守りた

いと思っています。

ただ、議会が提出した意見書の中には、予算全般についても総合振興計画に記

載されていない新規事業が数多く、かつ唐突に発表されたと。新規事業について

は十分な審議期間を要するため、一日でも早く議会に説明を行うという項目も入

っています。まさにこう言わざるを得ない唐突な手法でありました。５１項目の

新規事業の一つとして唐突に発表され、しかも簡単過ぎる説明でありました。し

かも議会の審議を経る前に、あたかも決定事項のようにテレビや新聞で公表して

しまった。これは議会軽視を通り越していると感じたのは大多数の議員が共有し

ていることかと思っております。せめて、私はこの政策のよしあしを吟味する段



－119－

階にまで時間を戻してほしいという気持ちでいっぱいであります。少なくとも新

町長の発想で立ち上げる学校給食の協議会では、そこまで時間を戻して、さまざ

まな角度から問題点を整理して議論してほしいと思っております。

一番心配なのは、今後、年間で８，８００万円で済むのかなということであり

ます。３％の消費税アップに伴って食材費は上がるし、電気代などの光熱費も上

がります。下がらないものはないと言ってもいいくらいです。それでも何とか、

小学校は１食２５０円、中学校は１食３００円に抑えるというのが町の方針であ

りました。質的にも量的なお粗末な給食が出されるんではないかという不安が当

時からありましたが、既に質も量も落ちているという子どもたちの声も実はあり

ます。献立表に載っていたはずのデザートが出されなかったり、あるいは子ども

によっては、腹が減った、腹が減ったと帰ってくる子どもがあるということは聞

いています。取り急ぎここら辺の課題をクリアしなければならないと思いますが、

早急に協議会を立ち上げて何らかの、いろいろな角度で考えていただくことを私

も期待をいたします。ご所見をお願いします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 学校給食の無償化については継続して実施することと考えて

います。また、議会から出ています附帯決議についても尊重しながら、しっかり

と議会の皆様に説明し、そして進めていきたいと思っております。そして、この

学校給食無償化を導入した経緯、背景をしっかりともう一度考えまして、無償化

をして１年を経過したところで広く町民の皆様の意見をお聞きするという意味も

ありまして、学校の給食に関する協議会を立ち上げ、学校給食無償化についてい

ま一度しっかりと議論していきたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） いろいろ申し上げましたけれども、町長あるいは協議会、

そして私どもの問題点等を共有していただければいいということをお願いを申し

ておきます。

３番目でありますが、これは幼児園の民営化についてであります。先ほど原田

議員から積極的な賛成論者としてのご意見がございましたので、これもできるだ

け答弁が重ならないように申し上げたいと思いますが、ちょっと難しいですが、

私なりに聞かせていただきます。

私、積極的な賛成論者でもないし、あるいは絶対反対という立場でもありませ

ん。ただ、新聞を読んでて僕はこれは何となく、初めから一部民営化という言葉
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が入っていればそうでもなかったんでしょうけど、何となく、今まで河合町長が

議員時代にいろんな発言をされているんで、統合のうち１つか２つぐらいはやる

のかな、そういうことを検討していくのかなというくらいの、私は軽い気持ちで

聞きましたが、ただ、新聞というのは、ああいう活字になってしまうとひとり歩

きするんで、幼児園関係者あるいは保護者含めてかなりショックというか、中に

はそれは歓迎されている方もいらっしゃるかもしれませんけれども、結構ショッ

クが大きいのではないかと思いますので、先ほど町長の気持ちも大体言われまし

たけれども、今の時点では少し安心していただくために、こんなふうに考えてい

ますよということを言うてくださればいいなと思っています。

私も実際、民営化のメリットも多少頭の中ではわかっているつもりです。とい

うのは、先ほど河合町長の答弁にもありましたけれども、私も再三再四にわたっ

て職員数の正職数が５０％で、相変わらず嘱託さんが５０％ぐらいで、これ何年

かけたら６０％とか、あるいは、私は６５％とか７０％と言ってますけれども、

上がっていかないんで、ある意味そういう民営化の保障が、そういう方が正職員

を多少吸収されてくれるならそれはそれでいいかなという、そういう思いもあり

ますし、やっぱりいろいろ心配なことがありますね。

例えば保育料、１万４，５００円と非常に安いですが、これが上がってしまう

んでないかとか、あるいは今の幼児園を貸してあげてやるのかとか、あるいは新

設するんじゃないかとか。また、例えば、これ原田議員さんもおっしゃってまし

たけれども、本当に民営化の保育所はそれなりの教育方針、保育方針があって個

性的なものがあります。これが歓迎されるんでないかというのもあります。実際

にこの町にも民間の幼稚園に携わっている、あるいは携わっていた方々もいらっ

しゃいますし、喜んで名乗りを上げてくれる人もいるようなことも前々から聞い

ておりますのであんまり心配もしていないんですが、いずれにしても、なぜ民営

化などということが大事であって、特に保護者さんとか幼児園の先生方にしっか

りと理論武装をして、あるいは一緒になって考えていくという、そういうことが

ね。

そして私ども議会にも、先ほど財政的なお話ありましたけれども、改めてそう

いう数字のことなども説明してくだされば、私どもの判断の材料にしていきたい

と思いますのでよろしくお願いしたいと思いますが、どうでしょうか。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 先ほどの原田議員の答弁とも重なるところがあると思います
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が、民営化するかどうかは課題解決に向けた検討材料の一つであり、その検討の

中でも全ての幼児園を民営化するということは考えておりません。行財政改革に

おける公共施設の再編という考え方ではなく、正職員の比率、保護者のニーズ、

長時間保育だったり、土日保育であったり、特色ある保育運営だったりの高まり

の中、現状でも多くの課題があることから、この課題解決に向けて一部民営化は

一つの案として考えておかなければならないということであります。

先ほども答弁したとおり、しっかりと議会を初め保護者や地域の方、またいろ

いろな方々の意見をお聞きしながら、さまざまな角度から検討していかなければ

ならないと考えております。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） ありがとうございます。

４番目に移ります。

これも役場の組織の見直しと実行は早急にということですが、これも一般質問

ダブっていますが、私なりにさせていただきます。

町長は新聞でも、役場の組織も見直す、職員とみんなで考えて精査し、より効

率よく横の連携がとれる組織づくりを目指すと書いてありました。昨日の町長の

所信表明では、７つ目の「チーム永平寺町役場づくり」のところでは、「町職員

の意識改革とより効率よく、より効果的で横断的に連携のとれた柔軟な行政組織

づくりによる、役場のための役場ではなく、町民のための役場であることを忘れ

ずに、民間感覚、町民目線のやさしい行政運営を目指します」とありましたが、

おお、いいなという表現が随所にありました。特に職員とみんなで考えていく、

あるいは横断的に連携のとれた柔軟な行政組織、この「柔軟な」というところが

ちょっと私には響いてきますね。そんなんでいいなと思っているんですが、とに

かく私はこういう改革、待ったなしだと思っております。というのは、合併して

８年間、役場の行政機構の肝心なところに、細かいところは多少ありましたけれ

ども、変革のメスが入らなかったことは、議会にも責任がなかったわけではあり

ませんけれども、振り返ってみて、大変に結果的には残念なことになったなと思

っています。

河合町長や若い職員の方々、ご存じないことなのであえて申し上げますが、３

町村の合併時、既に３町村において課長さんや理事になっている職員を全員その

まま課長や理事に横滑りをさせた。結果的には数合わせとしか言いようのない組

織図でありました。このことに当時の合併協議会の組織機構担当の委員会の民間
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から出ていらっしゃいました委員長さんが、行政から出されたその腹案を知って

激怒した話はまことに有名であります。それでもその案が通ってしまったと。私

はそのとき、ちょっと鈍感やったかもしれませんけれども、私は一種の温情主義

でこういうのもありかなというふうなことを受けとめていました。あんまり危機

感は強くなかったです。ただ、このまま２年、３年ぐらいで必ず見直してくれる

ということをちょっと信じていました。ところが、まさかまさかの８年となりま

した。定年退職を待つだけで自動的に課長さんの数が減るのを待っているだけで

ありました。一議員としてもこの８年間、そのことを強く指摘できなかったこと

を強く恥じています。もっとも課長さんの数を減らすだけが能ではありませんが

ね。やっぱり課を統廃合していくという姿勢が、先ほども一応統廃合という言葉

は聞きましたけれども、強く求められていると思います。

そして何よりも強く訴えたいのは、この８年間何も手をつけなかったことから

発生しているさまざまな弊害というか、あるいはたまってしまった弊害というか、

そういうものを一気に帳消しにしてほしいと。なおかつ、余りあるくらいの劇的

な変革を望むところであります。従来の発想とか手法を乗り越えた、今までの次

元を超えたあっと驚く見直しを切望します。それを町長のおっしゃる、みんなで

考えるということと、あるいは横断的に連携のとれた柔軟な行政づくりというふ

うに、その可能性を私は見ています。心から期待をしています。

一つだけ具体的に提案をします。

私ども、本当に１０年ほど前になりますけれども、議会だよりの視察にたまた

ま長野県の小布施町というところに視察に行ったことがあります。そのとき、つ

いでと言うと申しわけないけれども、役場内も見学をさせていただきました。従

来の課というくくりではなくて、１２個程度のグループになっています。課はあ

りません。まさに横断的な連携をしてしまってるんですね。例えばわかりやすい

例でいいますと、子ども教育グループというのがあります。事務分担は、教育委

員会運営、学校、幼稚園、保育園、児童保育あるいは子ども教室、放課後児童ク

ラブの６個であります。あと、わかりやすいグループ名だけ申し上げますと、健

康グループということで一つのくくり、生活環境グループというくくり、もう一

つは産業振興グループなどがありました。私は自分で項目を見たんですが、なか

なかおもしろいなという分け方でありました。これ１０年ちょっと前にやってた

んですから、かなり進んでいる町だなということを今でも思いますね。先ほども、

最近は勝山市の場合は課の中でグループ化を考えていると。これは課同士のグル
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ープ化をしているというわけであります。

とにかく小布施町の場合は、これ次元を超えているなという印象でありまして、

そして何よりも驚いたのは職場の空気感ですね。ドアあけて入った瞬間、仕事し

てるぞという一生懸命感がね、空気感というんかね、張り詰めた雰囲気で圧倒さ

れました。本当に参りましたという感じで“気”というものがあふれ出ている。

こんなのをオーラが出てるというんかなというふうなことを感じました。もう一

度行ってみたいと思いますし、またぜひ皆さんも機会があったら行かれたらいい

なと本当に思っております。

要するに、行政改革の本当の狙いというのは、私は数を減らすことも大事やけ

ど、行政の質を上げることだと思っています。いい仕事をしていただくことがよ

り大切で、財政的にも数を減らすことは大切です。ちなみに、きのう聞いたら、

課長手当は１人につき４万３，０００円だそうであります。高いか安いかは全く

わかりませんけれども。ちょっと軽い嫌みになりましたけれども。

いろいろ申し上げましたけれども、どういう切り口で役場の組織を見直すかに

ついて言及していただければありがたいと思います。お願いします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 統合につきましては、先ほど長岡議員のところで答弁させて

いただきました。もう少し詳しく言いますと、横断的、そういった柔軟な、例え

ば今議会でもやっていますフェイスブックであったりそういったＳＮＳ、積極的

に行政でも取り入れてどんどん情報発信してホームページにもアクセスしていた

だく、そういった仕組みをつくっていきたいと思っております。そういった仕組

みをつくる中で、やはり各課の若い職員さんの中では現に個人的にＳＮＳをされ

ている方もいる。どうしたらいっぱい町民の方が登録していただけるか、町民の

人に興味を持っていただけるページづくりができるか、そういったことについて

も各課横断的にプロジェクトチームといいますか、そういったチームをつくって

行っていきたいと思っております。

そしてもう一つは、課内においても、今ほど松川議員からありましたグループ

化、こういったことも一つ検討していきたい。

そしてもう一つ、僕いつも議員時代から思ってましたのが、その時期によって

課が忙しい、忙しくないというのがあると思います。そういったのも一度見させ

ていただきまして横断的に、何か忙しいときには忙しくない課がお手伝いできる

ことがないかとか、そういったことも考えながらこの機構改革を進めていきたい
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と思っております。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） ありがとうございます。

季節ごとに応援をし合うというのはとってもいいと思います。私も昔、同じよ

うなことを議会で申し上げたことがあることを今思い出しました。

５番目の社会教育の充実こそがまちづくりの根幹であるに移ります。

社会教育が本当に衰退しています。何年か前に「社会教育課」という名前から

「生涯学習課」に名前が変更になりました。まさか社会教育を断念したわけでは

ないでしょうけれども、以前に比べて社会教育を重要視していない流れがあると、

少なくとも私は敏感に反応しています。私は、社会教育の充実こそがまちづくり

の根幹であるということを信じて疑っていません。その復活のためにも、どうか

機会があれば、せめて「生涯学習課」から「社会教育課」に名前を戻すことから

始めていただきたいなと前から思っています。少なくとも、視点を生涯学習から

社会教育へと変えてほしいなというふうに思っています。まずこれが一つであり

ます。

もう一つ、新町長は選挙期間中にも町に閉塞感が漂っているとか、あるいは停

滞感があるとか指摘をされていましたが、確かに的を射た表現かと感じています。

多くの住民もそう感じていたと思いますが、ただ、それが本当だとしても、その

責任を行政にのみ求めるものではないと思います。「責任者、出てこい」と言っ

ても、これはなかなか難しいわけであります。もう一つ、今の世の中、経済的な

閉塞感とか停滞感が相変わらずあることは否めませんが、このことだけで片づく

話でもありません。一つの側面であります。

私は、もう一つの大きな原因、理由は、今も申し上げましたけれども、社会教

育の衰退にあると見ています。それはなぜ社会教育が衰退していったのか、その

理由すら積極的に探ろうとしていないのも衰退の理由になっていると思います

が、答えの一つは、私は、まちづくりにおいて社会教育の重要性の認識が町関係

者に、ほとんどなかったとは言いませんけれども、ちょっと薄かったんじゃない

かなということを、そんなことを思います。重要性の認識がなかったというか、

薄かったということの証拠は随所にあるんですが、一つだけ申し上げます。町の

職員には、社会教育主事の資格を持った方々がたくさんいますが、その方々に社

会教育あるいは生涯学習課に集中させなかったこと、そういう時代がありますね。

課長以外に誰もいなかった時代さえあります。
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こういう過去のことをちょっと蒸し返しても詮ないので、新しい町長に新しい

時代をつくっていただくためにも、所信表明でありました「町民が町づくりの主

役となる仕組みづくり」で「公民館単位に町民と町の連携強化を図る新しい地域

組織の構築」という言葉がありました。とってもいいと思います。大歓迎であり

ます。

それで、私なりの提案でありますが、町内の全ての公民館活動を活性化するた

めに、例えば社会教育主事の能力とか、あるいはノウハウ、あるいは情熱でもい

いですね。そういうものを持った町の職員を公民館に専従職員として、これは公

民館活動のお手伝いをしてもらったらいいかなと思っています。これは前から思

ってるんですがね。これ毎日でなくてもいいですね。週に２回でも３回でも、巡

回するという形もあります。こんなことを前から思っているんですが、今回初め

て言うのかとかはわかりませんけれども、こんなことをちょっと真剣に考えてほ

しいなと思います。特に若手の職員にこの社会教育主事の資格を取ってもらった

ら一番いいと思いますが、もしくは地域のさまざまな社会教育的な活動や文化活

動に積極的に取り組んでもらうよう、やっぱり指導してほしいなと。そういう職

員が、お金の面だけでいうと申しわけないけど、高く評価されるような状況にな

るといいなと思っております。

先ほども議員の一般質問で教育長自身が教育の方針を、小学校や中学校だけで

なくて礼の心を地域社会、大人のほうにも広げていくと。それやっぱり社会教育

の根幹の精神をなすものでとてもいいなと思っています。ふるさとを愛するとか、

あるいは仲間との活動の魅力で知るとか、感謝の気持ちを持つ、あるいは意識改

革を進めるとおっしゃっていましたけれども。

私もこれ、何年か前に永平寺中学校が鶴瓶さんのあの番組で出たときに、あれ

たまたま出た日の明くる日に議員仲間で金沢へ視察に行っていました。そしたら、

その視察先の役場の職員さんとか議員が「きのうテレビ見たよ」と早速言われる

んで、これは多分永平寺中学はえらいことになってるなと思って電話入れたら、

本当に教頭先生出てこられまして、朝からもう電話やメールが殺到してると。そ

れで、あれで、言ってみりゃ全国版に向けてなるところだったんですよ。だから

ああいう礼の心をいつも子どもたちだけに任すんじゃなくて我々大人が学ぼうと

ここで申し上げました。せめて礼の心という、ちょっと誰かに上手な字で書いて

もらって役場のあちこちに張ったら、そのぐらいのことはできるんでないのと、

そんなことも申し上げましたけれども、あれから礼の心というものはどこにも張
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ってありません。ぜひ礼の心を、今タイミングよく教育長さんおっしゃられたん

で、本当に簡単な、教育長さんは字がお上手かどうかは知りませんけれども、誰

かどなたか達筆な方がいらっしゃると思うんで、ぜひ何枚か書いてもらって、コ

ピーでなくて心を込めて書いていただければそれが通じるんじゃないかなという

ことを、さっき教育長さんのお話を聞いて考えていました。

どなたか、何か答弁もらえるような、もらえないような。済いません。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 私も社会教育の一環である体育協会の会長を務めさせていた

だいたこともあり、社会教育の重要性は私なりに感じております。旧上志比村で

は一人一趣味運動があったともお聞きしております。また、現在、上志比地区振

興連絡協議会では“もてなしの心”フォーラムという、本当にいいフォーラムを

開催し、自発的なまちづくりを行っていただいておりますし、ほかの地区の振興

連絡協議会も自発的活動を行っていただいております。

現在、５地区に振興会があります。これを全地区に公民館単位での振興連絡協

議会づくりをお願いしたいと思っております。その振興会活動の中で、社会教育

を初め、先ほど酒井議員のお話にもありました青年会とかそういった団体を盛り

上げていただくとか、町民の皆さんが町政に興味を持って楽しみながらそういっ

た参画できる体制づくりを進めていただきたい、そういった振興会づくりをお願

いしていきたいという思いがあります。また、そういった振興会、各地区に振興

会ができ、積極的な町政参加の中で、行く行くは行政との連携、例えば要望の取

りまとめであったり、そういったところまで進めていきたいと私なりに今考えて

いるところであります。

○議長（伊藤博夫君） 教育長。

○教育長（宮崎義幸君） まず、１つ目の生涯学習課から社会教育課という、そのご

指摘なんですけれども、やっぱり町民の受け取り方といいますか、学校教育とい

うのは子どもたちが学校へ来て勉強しにくるということで意識はあるんですけれ

ども、余りにも今までの社会教育というのが行政主導で、親方日の丸的発想で、

何かやってやるからあなたたちも学びなさいというような手法で取り入れられて

きていましたので、それに対する、やっぱり町民の方からの反発があって、何偉

そうにというようなスタンスから、全国的にみんなが下から学んでいきましょう

というような、そういう発想でどこでも、各種団体も自主団体にしていこうとか、

そういう学び方にしても自分から生涯にわたって学んでいこうとか、そういうふ
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うな発想に切りかわってやりやすいようにということで変わってきています。

我々、そういうことを利用するっておかしいんですけれども、育てながら、やっ

ぱり社会教育というものを根底に指導していかないといけないというのは思って

いますし、どうしても今の青年団活動にしても婦人会活動にしても、何か上から

されているということで逃げているのが多いと思うんですね。そんなところから

自主的にやっていこうさ、何か手伝えるもんないかという、そういう芽吹いてく

るのをやっぱり我々としては育てていきたいし、待っていたいなという気持ちで

いるんですけれども、それについて思いました。

それと礼の心を書いてって、私あんまり自信ありませんし、やっぱり今、学校

でしっかりと根づかせて、そして、私も永中にいる時代に保護者の方も結構変わ

ってきているんです。子どもたちの姿を見て…今まであの中学校の前をばーっと

車で来て、そして朝なんかもそこでおろして、混雑しているところをプップーと

して行っていたのが、やっぱりああいう鶴瓶さんのを見てからあそこは通らなく

なりましたし、授業参観などでも静かに聞く。本当に僕らが教員のころは、授業

参観になると親がやかましい、後ろでね。がやがやと。子どもは一生懸命勉強し

てるのにというふうなことを思った時代もありました。今はもう静かに聞いてい

ますし、親のそういう面も大分変わってきましたし、そういうふうなことで広ま

っていけばいいと思うんですが、本題からずれているんですけど。

確かに議員さんのご指摘のとおりということで、かつてのそういう華々しいと

いいますかね、私もスポーツ主事していた時代は、朝５時１５分ぐらいから早朝

ソフトをやって、ナイターソフトをやって、川治議員さんなんかも婦人バレーで

９時半、１０時までこうやって、地区太鼓のとか、何か文化面の活動なんかでも

本当に寝る暇ないんでないかというぐらい忙しいことを思ってました。社会教育

主事とか、学校の先生もそういう派遣されてましてスポーツ主事とかいました。

そういう時代を思いますと何か寂しいもんがあるなということも思いますし、も

う１回、私も社会教育をもっともっと充実させていきたいなという気持ちであり

ます。

ただ、これからどうしていくかということなんですけど、これ「ｓｅｅｄ」で

すね。これ毎月、うちの課、生涯学習課から各戸へ配布しているんです。これ見

ますと結構活動をやっていますね。これ一月分です。それを１２カ月ずっと出し

続けていろんな活動をやっていますね。だから衰退している、寂しいということ

をおっしゃっているんですけれども、結構やることはやっていると思うんです。
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この中の一つですけれども、たまたまこれ１１月号なんで見てたら、これはお

正月の花で素敵な新年をと、花の寄せ植え教室というようなチラシなんですね。

永平寺町女性セミナーとか永平寺町公民館、永平寺町女性連絡協議会というのが

主催してやっているんです。単なる花の寄せ植え教室ですから、そこで寄せ植え

して、ああできた、うれしいということもあるんですけれども、やっぱりそこへ

来たときに寄せ植えしながら、ぺちゃくちゃしゃべりながら「うちの子どもは」

とかなんとかとか話しながらそこですごい社会教育的な話し合いもできますし、

やっている人もそこで社会教育というのが立派にできますし、また、それを運営

しています永平寺町女性セミナー、それから永平寺町公民館、永平寺町女性連絡

協議会、この人たちも「今度するのにはどうしたらいいか」とか「そこでこの運

営の仕方はおかしかったな」とか「これはどうやったかな」とか、いろんな話し

合いの場が持てます。そういうふうな形でこういういろんな活動をうまく活用し

ながら、先ほど方針でもありましたけれども、その中で社会教育につながるよう

なことを我々も話ししていかないといけないし、その運営している人たちもそう

いうことに少しポイントを当ててそういう行事が充実していくように、ことしは

考えていけたらいいかなと思っていますので、またよろしくお願いします。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） いろいろありがとうございました。大変勉強になりました。

私もちょっと反論したいところがないわけでもないんですが、何とか６番目ま

でたどり着きたいんで、またの機会にひとつよろしくお願いいたします。

６番目は、ドクターカーの話であります。

私は今でも、近々将来的に松岡と上志比から消防署が消え、消防車や救急車が

なくなることに、住民とともにちょっと不安だし、あるいは場合によってはもう

怒りさえ感じているという方もいらっしゃいます。

ところが、やっぱりこのドクターカーの提案には本当に驚きました。そういえ

ば、河合町長、これも議員時代から持論の一つとしてドクターカーということを

一つ訴えていたのは承知していましたけれども、ぜひ町長になった今、熱く語っ

ていただきたいなと思います。

特に、やっぱりこれ絶賛される方がいます、ドクターカー。私も素人ですけれ

ども、ただ、かなりお金はかかるんだろうなというぐらいは想像つきますね。で

も何とか永平寺町だけでなくて、多分町長さんお考えやと思いますけれども、い

ろんな方々と、いろんな市と連携していって、これ日の目を見るとすごいことに
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なるなと。

例えば、きのうもちょっと立ち話で町長と話してたけれども、福井大学の医学

部の附属病院のことの、固有名詞は避けますけれども、緊急医療の、何かそこの

チームにすごい先生がいらっしゃって、県立病院にいられた方がそこへ移られて

かなりやっていると。ここら辺、お金がかかるけれども、地元の町がそれを推進

していく側に回るということは、この緊急医療のパイオニアを後押しするという

ことでもかなり高く評価されると思います。

いろいろ考えなきゃいけない点があるかもしれませんけれども、これは皮肉で

も何でもなく、学校給食無償化よりもはるかに私はインパクトがあるというふう

に信じていますので、何かご所見をお願いします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 私も議員時代に岡山県津山市に、当時、総務常任委員会で視

察に行かせていただき、そこでドクターカーについて勉強をしてきました。消防

が統合する中で、病院から医師が救急車に同乗し現場へ向かう、この仕組みにつ

いて永平寺町でも取り入れられないかということを強く思っております。

ただ、ご存じのとおり、病院側の理解、また施設整備、そして他市町との広域

連携と多くの課題があることも十分理解しております。永平寺町には福井大学医

学部があり、永平寺町との間で包括的連携協定を締結しております。できればこ

ういった協定の中でお話をさせていただいて、いろいろお医者さんのご意見とか

そういったのも聞かせていただいて調査、研究していきたいと思っております。

きのうも医大のほうでメディカルセンターの開所式に行ってきました。この地

元の永平寺町で最先端の医療技術が勉強できる、そういった施設があるというこ

とを改めて、永平寺には本当にもう一つ大きな財産が身近にある、そういったの

も改めて感じております。こういった包括的連携協定の中で地の利を生かすとい

いますか、このドクターカーも含めて、いろいろ今後医学部とまたお話をしてい

きながらお互いにいろいろな事業を進めていければと、そういうふうに思ってお

ります。

○議長（伊藤博夫君） １３番、松川君。

○１３番（松川正樹君） ありがとうございました。

ぜひ、先進地があることですので、私らも行って何かお勉強したいなと思いま

す。

この間も医療機関の、ちょっとした医療機関なんですけど、そこの職員の方か
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らちょっと呼びとめられまして「松川さんは救急車がなくなることに対して非常

に危機感を持ってやってらっしゃるというんで、署名運動でもするんですか」と

言われてちょっとびびったんですけれども、それするんなら私らもぜひお手伝い

するよとまで言われて、ちょっと頑張らなきゃいけないなと思っております。

そんなんで今でもいろいろ、議員として立場もありますけれども、そちらのほ

うの立場、立場もあるでしょうけれども、やっぱり先ほども言いましたけれども、

あんだけ立派な施設がある永平寺町に一番早く救急車を連れていけるというの

は、これ物すごく魅力になると思いますよ。そんなんでひとつ、いろいろ、それ

は壁もあるでしょうけれども、何とかして私も諦めずに、もう死ぬまで言い続け

ようと思いますので、そのときは救急車がどこにあるかはわかりませんけれども、

何とか頑張りたいと思いますので、ひとつよろしくご協力のほどお願いいたしま

す。

どうもありがとうございました。

○議長（伊藤博夫君） 次に、９番、多田君の質問を許します。

９番、多田君。

○９番（多田憲治君） それでは、きょうの最後になろうかと思いますが、私の質問

をさせていただきます。

新永平寺町が発足しまして、３期９年目に向かう町長選挙に伴う保守分裂の、

どちらが勝ってもしこりを残すと初めから覚悟はいたしておりましたが、強い改

革の信念を掲げご就任されました。若い力と行動力で一日も早く、竹の節のよう

により強く育つよう、町勢発展に精励していただきたいと思います。

さて、私は選挙時の一つ一つの公約の言葉尻を聞くつもりはありませんが、去

る３月１日に永平寺の冬の燈籠まつりに行ってまいりまして、自宅から道中、機

能補償道路のおかげで本当に日本列島改造に匹敵するほど、永平寺列島の上志比

地区から永平寺谷口地区は道路も立派で街灯も明るく、見違えるほど活性化が進

み発展したようにうかがえました。

反面、いつも大本山永平寺へは昼の明るいときしか行ったことがありませんで

したが、門前街は融雪もなく、夜の荒谷区から門前までの国道は両脇に樹木大き

く茂り、道路照明の街灯が一つもないことに気づきました。地元の人に聞きます

と、この魔のカーブは積雪時には観光バスのすれ違いも容易でなく、夜はいろん

なけものが数多く横切り、足元も暗く、人が歩ける状況ではないと聞きます。永

平寺線廃線条件として、レンガ館保存を含めた永平寺口駅周辺整備、また跡地整
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備の名も今全国から募集し、町をアピールするため着々進められ、これも地域の

活性化に必要と思いますが、当時の廃線問題に携わった関係者は、このモータリ

ゼーション依存に託した割には大きい忘れ物をしてきたように思います。

新町長の公約に、禅の精神、心を永平寺のイメージブランドと強調されており

ましたが、我ら議員も含め、町民が最も期待をしておりました所信表明に触れず、

実は不信を感じていたわけでございますが、先ほど数人の議員の方から質問され、

町長の答弁に少し納得をしたわけであります。

さて、本題の、毎年慣例の新しい年を迎え打つ大本山永平寺の除夜の鐘、また

町の最大イベントの大燈籠ながし、今、福井県の最も力を入れている観光スポッ

ト、恐竜博物館帰りの観光客と、県内外の方が禅の教えと願いを込めて大勢お参

りになられます。県は今、新幹線の早期福井駅までの前倒し予算と頑張っており

ます。来年には金沢までの開通、当町は３０年には永平寺町の国体会場と論議さ

れておりますが、合併時、町民の末永い幸せを願い、町名をブランド永平寺の名

をいただき国内外にブランド発信をすると、こういうことを実は思っておりまし

た。先ほどから中部縦貫の高速交通体制がよくなった、すぐれた自然豊かな地域

で歴史的文化遺産によしかかっているのではなく、大本山永平寺の観光増を見据

えた足元、この足元からできる環境がおもてなしではないかと思います。

国道の道路照明の規制上、県ができないというならば、前町長が進めた門前地

区の観光整備の一環として、町予算でもいい、オレンジ色のナトリウム灯を中部

縦貫自動車道の永平寺西インターから門前地区まで約１００メートルほどの間隔

で設置に向けて整備するつもりはないのか。

質問の割には前置きが少し長くなりましたが、私の町長就任の質問とさせてい

ただきます。

○議長（伊藤博夫君） 商工観光課長。

○商工観光課長（酒井圭治君） 初めに、観光の担当課としてお答えさせていただき

たいかと思います。

まず、国道の道路照明に係る整備上の規制、そういったものの課題も把握され

てのご質問であるというふうに受けとめさせていただいております。

現在、観光では、夜の観光の事業としては、大みそかの除夜の鐘イベント、こ

れ大体約１万人ほどでございます。冬の燈籠まつりイベント、これは３日で大体

約３，０００人ほどのお越しでございますが、こういった２つのイベントを今夜

の観光事業として行っているところでございます。
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観光地としての環境整備策としてのご質問もございますが、まず永平寺西イン

ターから門前までを観光道路といったようなことで考えた場合には、道路周辺、

沿道を、例えば桜の名所であるとか花畑が一面にあるとかといったような観光地

化されているというようなことが必要なのかなというふうには考えております

し、現在の景観だけでは観光道路といった位置づけというのは、やはり全国にも

同様の景観を持つようなところも多くありますことから、沿道の特徴ある景観づ

くりといったものが今後必要になってくるであろうというふうに考えます。

ご指摘の地域からは、今お話にもございましたが、道路融雪装置、そういった

設置などの要望もあるというふうに聞いておりますが、今後、観光地の環境整備

策として何を優先するのか、並行事業としていくのかというものを考えながら、

観光面だけの捉え方でなく、住民や訪れるお客様の安全、安心、また自然環境保

全面など、周辺に与える影響といったようなものを含めながら、整備の捉え方を

地域住民の皆様とも話し合い、議会にお示しし、十分議論、検討しながら進める

べきことは進めるとして、スピード感を持って対応できればというふうに考えて

いるところでございますので、ご理解のほどをよろしくお願いいたします。

○議長（伊藤博夫君） 河合町長。

○町長（河合永充君） 今ご提案いただきました。

私も、やはりそのブランドというソフト、これも大切ですが、門前の開発とい

いますか、ハード、そういったものも本当に大切だと認識をしております。門前

観光協会、また観光物産協会、また商工会とか県、また本山、そういった方々の

お話を聞きながら、また一緒に協議しながら、先ほど言った町のシンクタンクと

いいますか、そういった方々、町のエキスパートの方々にも聞きながら、どうい

ったことがこれからハード面で大切なのか十分ご意見を聞き、そして研究しなが

ら進めてまいりたいと思っております。

○議長（伊藤博夫君） ９番、多田君。

○９番（多田憲治君） 私もこういう質問については、全議員が大体そういうことは、

現場通りますと私納得をするかと思いまして質問をしたわけでございますが。

先ほどいろいろ道路網の整備という形で、２８年度には大野と福井北が実はつ

ながるんですね。開通まで、ここ３年が実はその勝負なんですね。これからはそ

ういう、今いろいろとありました恐竜の観光客とかそういうする場合には、やは

り永平寺へ１回お参りに行っとこうと、そういう中で、今言うのは、実は永平寺

西インターでおりたけど、それはこの山の中へ行って一体どこ行くんやらと、こ
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ういう一つの赫々じゃなしに、やはり夕方からそういう電気がついていれば、私

は本当にこの永平寺の門前地区が活性化するんじゃないかと思います。

この間も私、冬の燈籠まつりに行ってきましたが、本当に夜が、私の家の前よ

りか、夜になったらもう真っ黒けでね。それがいい悪いは別にしましても、やは

りそういう活気のある町、永平寺のこの禅のブランドを発信と言う割には足元か

ら整備することが私は第一のおもてなし、先ほど言いましたが、そうでないかと

思います。

先ほど担当の課長からいろいろと説明がありまして、この距離がもし５キロあ

ったとしても、１００メートル間隔であれば大体５０本なんですよ。うち、これ

は建設課長もよく知っているかと思うんですが、こういう道路の交差点関係は、

これはいろいろと県のほうに要望してできる場合もあります。先ほど言いました

とおり、これがほんなら１０カ所が県のほうでしてもらえるというならば、あと

４０本、１本が大体８０万ですれば、４×８…３，２００万ですよ。私は、今言

うのは、その補助がなければ、それなら１，０００万ずつ、３年すればその辺が

できるので、これが町長の言うブランド発信で雲をつかむようなことよりか、ま

ず初めにこれをして客を待つと、こういう体制が私はこの町の考えではないかと

思うわけでございまして。

私もきょうはあえてこの質問につきましてはこれ以上くどく言いませんが、せ

っかく就任の質問の内容の割にはそこまで町は考えていないんか。私は町長のい

い答弁であれば、道路の占用の機関も必要でありますので６月の肉づけ予算は大

変期待をしておりませんが、９月、１２月補正までにはできるかなと、このよう

な実は私の質問で答弁しているみたいな、なったわけでございますが、そういう

わけでございますので、ひとつ一日も早くこういう、この夜の暗い、こういう地

形を早く解消していただきたいと思います。

終わります。

○議長（伊藤博夫君） ここで暫時休憩します。

（午後 ４時 分 休憩）

──────────────

（午後 ４時 分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

お諮りいたします。

ただいま一般質問の途中ですが、本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい
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と思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本日はこれをもって延会することに決定いたしました。

本日はこれをもって延会いたします。

なお、明日１９日は定刻より本会議を開きますので、ご参集のほどよろしくお

願いいたしたいと思います。

本日はどうもご苦労さまでございました。

（午後 ４時３５分 延会）


